
円
覚
寺
仏
日
庵
所
蔵
『
展
鉢
式
』
に
つ
い
て

舘
　

隆

志

は
じ
め
に

本
論
で
紹
介
す
る
円
覚
寺
仏
日
庵
所
蔵
『
展
鉢
式
』
は
、
禅
林
の
食
事
作
法
を
伝
え
る
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。
禅
の
食
事
作
法
は
、
鎌

倉
時
代
に
入
宋
し
、
南
宋
禅
林
を
直
接
に
見
聞
し
た
僧
侶
た
ち
に
よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
禅
寺
で
は
、
毎
日
の
食
事
も
修
行
の

一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
修
行
生
活
は
、
禅
宗
独
自
の
軌
範
を
記
し
た
清
規
に
基
づ
い
て
い
る
。
一
方
、
清
規
に
記
さ
れ
た
記
事
だ
け
で
は

情
報
が
足
り
ず
、そ
の
記
述
の
み
か
ら
で
は
修
行
生
活
を
再
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。清
規
と
そ
れ
に
基
づ
く
実
際
の
修
行
生
活
が
あ
っ

て
こ
そ
、
次
代
に
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

禅
の
食
事
作
法
を
記
し
た
現
存
す
る
最
も
古
い
清
規
は
、『
禅
苑
清
規
』（
一
一
〇
三
年
成
立
、
以
下
『
禅
規
』）
で
あ
り
、
次
い
で
、『
無

量
寿
禅
師
日
用
清
規
』（
一
二
〇
九
年
成
立
、
以
下
『
日
規
』）
が
あ
る
。『
禅
規
』
は
栄
西
（
一
一
四
一
～
一
二
一
五
）
に
よ
っ
て
一
部

導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
栄
西
開
山
の
寺
院
で
実
際
に
ど
の
よ
う
な
食
事
作
法
が
行
な
わ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

一
方
、
禅
の
食
事
作
法
の
導
入
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
道
元
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
）
は
日
本
に
お
け
る
嚆
矢
と
も
言
う
べ
き
存

在
で
あ
ろ
う
。『
禅
規
』
や
『
日
規
』
を
用
い
つ
つ
も
、『
赴
粥
飯
法
』
を
撰
述
し
て
お
り
、『
赴
粥
飯
法
』
は
中
世
日
本
の
禅
林
で
行
な

わ
れ
た
食
事
作
法
を
知
る
上
で
最
も
重
要
か
つ
、
唯
一
の
史
料
だ
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
臨
済
宗
に
は
道
元
の
『
赴
粥
飯
法
』
に
準
ず
る

よ
う
な
史
料
は
な
い
。
清
規
の
抄
の
中
に
記
さ
れ
た
断
片
的
な
情
報
以
外
、
臨
済
宗
の
食
事
作
法
を
記
し
た
中
世
の
書
物
は
一
つ
も
残
っ
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て
い
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
食
事
作
法
を
記
し
た
書
物
が
必
要
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
実
際
の
禅
寺
で
は
食
事
作

法
は
、
そ
の
ま
ま
教
わ
り
、
あ
る
い
は
見
て
学
ぶ
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
毎
日
行
な
う
の
で
、
し
ば
ら
く
す
れ
ば
覚
え
、
実
践
し
続
け
る

の
で
忘
れ
な
い
か
ら
だ
。
曹
洞
宗
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
複
雑
な
食
事
作
法
も
、
二
週
間
も
あ
れ
ば
間
違
え
る
こ
と
な
く
行
な
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
お
そ
ら
く
、
現
在
の
修
行
道
場
で
食
事
作
法
を
学
ぶ
際
に
、
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
で
食
事
作
法
を
学
習
し
て
覚
え
た

禅
僧
は
一
人
も
い
な
い
。

ま
た
、『
禅
規
』『
日
規
』
に
食
事
作
法
が
記
さ
れ
て
お
り
、
後
に
『
勅
修
百
丈
清
規
』（
一
三
四
三
年
成
立
、
以
下
『
勅
規
』）
に
も
食

事
作
法
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
用
い
れ
ば
良
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
新
規
に
食
事
作
法
を
作
成
す
る
必
要
が

な
く
、
大
本
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
、
そ
の
上
で
そ
れ
ぞ
れ
の
修
行
道
場
の
事
情
に
合
わ
せ
て
、
食
事
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
推
測
で
は
あ
る
が
、
独
自
の
食
事
作
法
を
記
し
た
書
物
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
書
く
必
要
が
な
か
っ
た
こ
と
を
想
定

す
べ
き
で
あ
る
。

一
方
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
臨
済
宗
で
も
食
事
作
法
を
記
し
た
書
物
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
理
由
は
、
中
世
と
江
戸
期
で

食
事
作
法
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
禅
林
で
の
食
事
は
、
中
世
は
僧
堂
で
食
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
た
の
に
対

し
、
戦
乱
の
時
代
を
経
た
江
戸
時
代
に
は
、
僧
堂
と
い
う
建
物
は
、
ほ
と
ん
ど
の
禅
寺
に
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
①
僧
堂

で
の
食
事
作
法
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
②
僧
堂
以
外
で
食
事
を
す
る
際
の
食
事
作
法
を
定
め
て
お
く
た
め
、
と
い
う
二
つ
の
理
由
か
ら
、

食
事
作
法
が
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
臨
済
宗
黄
檗
派
（
黄
蘗
宗
）
の
隠
元
隆
琦
の
来
朝
と
い
う
外
的
な
要
因
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
臨
済
宗
黄
檗
派
で
は
、
坐

禅
を
す
る
建
物
を
禅
堂
と
、
食
事
の
建
物
は
斎
堂
と
呼
称
し
、
坐
禅
と
食
事
を
す
る
建
物
を
分
け
て
い
た
。
こ
の
方
式
は
、
後
に
日
本
の

臨
済
宗
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
と
な
っ
た
。

円覚寺仏日庵所蔵『展鉢式』について 　306



こ
の
よ
う
な
、
江
戸
前
期
に
お
け
る
臨
済
宗
の
食
事
作
法
を
記
し
た
史
料
と
し
て
、
現
在
、
三
点
を
確
認
し
て
い
る
。
円
覚
寺
仏
日
庵

所
蔵
『
展
鉢
法
』（
一
六
六
八
年
成
立
）、無
著
道
忠
撰
『
小
叢
林
略
清
規
』（
一
六
八
四
年
刊
）、駒
澤
大
学
図
書
館
蔵
『
清
規
抄
』（
一
六
八
九

年
成
立
）
で
あ
る
。

本
論
で
は
、
最
も
成
立
が
古
い
円
覚
寺
仏
日
庵
所
蔵
『
展
鉢
法
』
を
翻
刻
紹
介
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

円
覚
寺
仏
日
庵
所
蔵
『
展
鉢
式
』
の
書
誌
情
報

円
覚
寺
仏
日
庵
所
蔵
『
展
鉢
式
』
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。
ま
ず
、
本
史
料
は
、『
鎌
倉
市
文
化
財
総
合
目
録
』「
古
文
書
・
典
籍
・
民

族
篇
」
の
「
仏
日
庵
」
の
項
目
に
、「
96
、
展
鉢
式
、
寛
文
八
年
二
月
、
一
冊
、
27
・
5
×
19
・
5
」
と
記
さ
れ
て
い
る
史
料
に
当
た
る
。

本
史
料
の
所
蔵
先
で
あ
る
円
覚
寺
仏
日
庵
は
、鎌
倉
山
ノ
内
に
あ
り
、大
本
山
円
覚
寺
の
山
内
塔
頭
の
一
つ
で
あ
る
。北
条
時
宗（
一
二
五
一

～
一
二
八
四
）
の
廟
所
で
あ
る
が
、
後
に
荒
廃
し
鶴
隠
周
音
（
生
没
年
不
詳
）
が
十
六
世
紀
後
半
に
中
興
し
て
塔
頭
寺
院
と
し
た
。

本
史
料
は
、
現
在
、
鎌
倉
国
宝
館
に
て
寄
託
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
の
外
題
は
欠
け
て
い
て
「
式
」
の
部
分
だ
け
が
読
み
取
れ
る
が
、

一
丁
表
に
「
展
鉢
式
」
と
あ
る
の
で
『
展
鉢
式
』
が
外
題
と
考
え
ら
れ
、
内
題
は
「
展
鉢
之
法
」
で
あ
る
。
書
物
の
状
態
は
あ
ま
り
良
く

な
く
、
虫
損
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た
も
の
は
で
な
い
も
の
の
、
全
般
的
に
か
な
り
傷
ん
で
い
る
。
特
に
左
下
の
部
分
の
傷
み
が
著
し
く
、

文
字
が
読
め
な
い
部
分
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。

本
書
に
つ
い
て
は
、
奥
書
に
、

此
者
五
嶽
流
習
之
式
也
。
今
因
百
丈
之
古
規
詳
考
、
始
末
間
正
舛
訛
。
凡
文
似
倭
字
、
偈
用
丹
毫
。
要
使
童
行
者
易
知
之
。
願
夫
為

日
用
規
約
之
一
助
乎
云
。
寛
文
戌
申
二
月
日
、
朴
堂
鴻
西
堂
誌
。

と
あ
る
こ
と
以
外
に
は
わ
か
る
こ
と
は
な
い
。
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ま
ず
、
奥
書
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
寛
文
八
年
二
月
に
朴
堂
鴻
西
堂
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の

朴
堂
鴻
西
堂
は
、
円
覚
寺
や
仏
日
庵
の
世
代
で
は
な
く
、
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、
本
書
を
記
し

た
朴
堂
鴻
西
堂
が
、
ど
の
寺
院
の
関
係
者
な
の
か
さ
え
よ
く
わ
か
ら
な
い
た
め
、
本
史
料
の
伝
来
も
不
明
で
あ
る
。

ひ
と
ま
ず
、『
展
鉢
式
』
は
五
山
流
の
食
事
作
法
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
朴
堂
鴻
西
堂
が
「
百
丈
之
古
規
詳
考
」
し
、
そ
れ
に
因
ん

で
『
展
鉢
法
』
を
記
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
朴
堂
鴻
西
堂
に
よ
る
「
百
丈
之
古
規
詳
考
」
に
当
た
る
史
料
は
、
仏

日
庵
の
蔵
書
に
は
な
い
。

駒
澤
大
学
図
書
館
蔵
『
清
規
抄
』
は
、
臨
済
宗
大
覚
派
の
最
岳
元
良
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）
の
弟
子
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
江
戸
前
期
の
『
日
用
清
規
』
の
抄
で
あ
り
、
こ
の
史
料
に
も
展
鉢
の
作
法
（
以
下
「
展
鉢
作
法
」
と
仮
称
す
る
）
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
「
展
鉢
作
法
」
に
、

当
世
叢
林
弊
裏
、
往
々
壊
僧
堂
故
、
今
多
方
於
客
殿
、
庫
裏
斎
僧
、
依
之
、
就
禅
苑
清
規
与
日
用
清
規
粗
記
焉
。

と
あ
る
よ
う
に
、
江
戸
前
期
の
禅
宗
寺
院
で
は
、
多
く
の
場
合
で
僧
堂
は
す
で
に
壊
れ
て
再
建
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
面
山
瑞
方
（
一
六
八
三
～
一
七
六
九
）『
僧
堂
清
規
考
訂
別
録
』（
一
七
五
二
年
刊
）
の
「
題
辞
」
に
、

京
鎌
倉
之
五
岳
及
我
洞
上
無
有
差
異
。
但
以
世
下
法
衰
而
緩
打
坐
也
。
伽
藍
中
僧
堂
先
廃
。
五
岳
今
唯
遺
洛
東
慧
日
之
一
宇
耳
。
如

洞
上
則
列
国
甲
刹
皆
在
。（
曹
全
四
・
二
〇
一
頁
）

と
あ
る
記
事
も
参
考
に
な
ろ
う
。
僧
堂
が
壊
れ
再
建
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
客
殿
や
庫
裏
な
ど
で
食
事
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、『
展
鉢
式
』
は
僧
堂
で
食
事
を
す
る
こ
と
を
前
提
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
清
規
抄
』
所
収
「
展
鉢
作
法
」
と
『
小
叢
林
略

清
規
』（
一
六
八
四
年
刊
）
は
、
僧
堂
に
代
わ
る
建
物
（
客
殿
や
庫
裏
）
で
の
食
事
作
法
を
記
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、『
小
叢
林
略
清
規
』「
展
鉢
通
弁
」
に
は
「
斉
供
元
行
于
僧
堂
。
古
規
備
焉
。
今
随
処
行
之
。
設
案
代
単
板
。
其
規
亦
不
可

無
少
異
」（
大
正
蔵
八
一
・
七
〇
四
ｃ
）
と
あ
り
、随
処
に
て
行
な
わ
れ
そ
こ
に
は
「
案
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
記
す
。
ま
た
、『
清
規
抄
』
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所
収
「
展
鉢
作
法
」
に
は
「
サ
テ
入
堂
法
、
鉢
ヲ
両
手
ニ
捧
テ
入
リ
、
聖
僧
ノ
前
ニ
問
訊
シ
テ
、
サ
テ
吾
位
ニ
行
テ
、
鉢
ヲ
台
ノ
左
辺
ニ

ヲ
キ
、
隣
位
ニ
問
訊
シ
、
衣
袖
袈
裟
ノ
裳
ヲ
カ
キ
ロ
サ
メ
、
右
辺
ヨ
リ
、
左
脚
ヲ
サ
キ
ニ
シ
テ
、
台
ヲ
ノ
リ
コ
ヘ
、
順
ニ
転

坐
ス
」
と

あ
り
、「
台
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
坐
禅
の
単
の
浄
縁
の
代
わ
り
と
な
る
「
案
」
や
「
台
」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

『
展
鉢
式
』
に
は
こ
の
記
述
が
な
い
。

そ
の
た
め
、『
展
鉢
式
』
は
僧
堂
で
の
食
事
作
法
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、『
清
規
抄
』
と
『
小
叢
林
略
清
規
』
所
収
の
展
鉢
作
法
は
、

僧
堂
以
外
で
食
事
を
す
る
際
の
食
事
作
法
を
定
め
て
お
く
た
め
に
執
筆
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。一
方
で
、『
清
規
抄
』

所
収
「
展
鉢
作
法
」
に
は
、「
聖
僧
」
や
「
入
堂
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
た
め
、僧
堂
に
代
わ
る
建
物
（
客
殿
や
庫
裏
）
を
「
堂
」
と
称
し
、

「
聖
僧
」
を
置
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
展
鉢
式
』
に
お
け
る
典
籍
の
引
用
と
し
て
、『
勅
規
』
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、「
食
ス
ル
時
ノ
イ
マ
シ
メ
ハ
日
用
清
規
ニ
詳
ナ
リ
」
と

い
う
記
述
か
ら
『
日
規
』
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、『
禅
規
』
や
『
禅
林
備
用
清
規
』（
一
三
一
一
年
成
立
、
以
下
『
禅
備
』）

の
作
法
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
内
容
と
す
れ
ば
、『
勅
規
』『
日
規
』
の
展
鉢
作
法
よ
り
も
か
な
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

印
象
を
う
け
る
。
そ
の
た
め
、
実
際
に
行
な
わ
れ
て
い
た
作
法
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
僧
堂
が
な
く
な
っ
た
の
ち
に
も
、
い
ず
れ
再
建
さ
れ
た
と
き
の
た
め
に
、
僧
堂
で
の
食
事
作
法
は
あ
る
程
度
継
承
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
そ
の
状
態
に
な
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は
、
客
殿
、
庫
裏
で
食
事
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
ど
ち
ら

も
が
実
際
の
理
由
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

鎌
倉
時
代
に
日
本
へ
伝
え
ら
れ
た
『
禅
規
』
と
『
日
規
』
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
流
布
本
系
統
の
『
日
規
』（
宋
版
）
は
『
五
味
禅
』

と
い
う
日
本
成
立
の
書
物
に
『
入
衆
日
用
』
と
し
て
収
録
さ
れ
、
そ
の
後
幾
度
も
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、『
日
規
』
は

江
戸
時
代
に
単
体
の
書
籍
と
し
て
も
刊
行
さ
れ
た
。
一
方
、広
本
系
『
日
規
』（
元
版
）
も
日
本
に
導
入
さ
れ
、五
山
版
も
刊
行
さ
れ
た
が
、
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こ
ち
ら
は
日
本
の
禅
林
で
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
南
北
朝
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
『
勅
規
』
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
こ

れ
が
主
流
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
［
椎
名
二
〇
〇
三
・
二
〇
一
六
］。
鎌
倉
時
代
ま
で
は
『
禅
規
』
と
『
日
規
』、『
勅
規
』
が
日
本
に
入
っ

て
か
ら
は
、『
勅
規
』
も
用
い
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

『
展
鉢
式
』
に
は
、『
禅
規
』『
日
規
』『
勅
規
』
や
、『
禅
備
』
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
清
規
の
や
り
方
が
混
在
し
、
し
か
も
中
世
日
本
の
『
諸

回
向
清
規
式
』（
一
五
六
六
年
成
立
、
以
下
『
諸
規
』）
に
見
ら
れ
る
作
法
や
、
独
自
の
や
り
方
も
み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
禅
僧
た
ち
が
南
宋
禅
林
か
ら
直
接
も
た
ら
し
た
食
事
作
法
は
、『
禅
規
』『
日
規
』『
勅
規
』
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
清
規
に
記

さ
れ
た
食
事
作
法
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
僧
堂
に
合
わ
せ
、
徐
々
に
形
を
変
え
な
が
ら
も
、
江
戸
時
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
史
料
に
は
、
禅
宗
の
食
事
作
法
の
変
遷
を
知
る
上
で
極
め
て
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

円
覚
寺
仏
日
庵
所
蔵
『
展
鉢
法
』、無
著
道
忠
撰
『
小
叢
林
略
清
規
』、駒
澤
大
学
図
書
館
蔵
『
清
規
抄
』
や
、『
禅
規
』『
日
規
』『
勅
規
』

と
の
比
較
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

［
補
記
］
本
論
執
筆
に
際
し
、
史
料
閲
覧
、
翻
刻
に
際
し
ま
し
て
、
円
覚
寺
仏
日
庵
様
の
ご
許
可
を
給
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
論
は
、

JSPS

科
研
費
（JP17H
00904

・20K
00060

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

［
参
考
史
料
］

駒
澤
大
学
図
書
館
蔵
『
清
規
抄
』
一
六
八
九
年
成
立

玉
村
竹
二
、
井
上
禅
定
『
円
覚
寺
史
』
春
秋
社
、
一
九
六
四
年

『
訳
注　

禅
苑
清
規
』、
鏡
島
元
隆
、
佐
藤
達
玄
、
小
坂
機
融
著
、
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
七
二
年
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『
鎌
倉
市
文
化
財
総
合
目
録
』「
古
文
書
・
典
籍
・
民
族
篇
」
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
編
、
一
九
八
五
年

『
道
元
禅
師
全
集
』
六
巻
、
小
坂
機
融
、
鈴
木
格
禅
校
註
、
春
秋
社
、
一
九
八
九
年

『
小
叢
林
略
清
規
』、
禅
文
化
研
究
所
編
集
部
訓
註
・
編
集
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
五
年

椎
名
宏
雄
「
五
山
版
『
無
量
寿
禅
師
日
用
清
規
』」『
宗
学
研
究
』
四
五
、二
〇
〇
三
年

椎
名
宏
雄
編
『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
五
巻
、
綱
要
・
清
規
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
年

【
凡
例
】

一
、
円
覚
寺
仏
日
庵
所
蔵
（
鎌
倉
国
宝
館
管
理
）『
展
鉢
式
』
を
用
い
て
翻
刻
を
行
な
っ
た
。

一
、
略
体
字
、
異
体
字
は
基
本
的
に
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

一
、
偈
文
な
ど
朱
字
を
用
い
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
翻
刻
の
下
部
に
て
、「
朱
字
初
」「
朱
字
終
」
の
補
足
を
行
な
っ
た
。

一	

、判
読
で
き
な
い
文
字
は
□
、二
字
以
上
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
［　

］
と
表
記
す
る
。
も
と
と
な
る
『
日
規
』『
勅
規
』
な
ど
に
よ
っ

て
補
え
る
場
合
、
意
味
内
容
か
ら
推
定
で
き
る
場
合
は
、
□
と
［　

］
の
右
側
に
（　

）
で
補
っ
た
。
た
だ
し
、
多
く
を
推
定
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
部
分
は
参
考
に
止
め
て
も
ら
い
た
い
。

一
、
割
註
に
つ
い
て
は
〈　

〉
で
記
し
た
。
ま
た
、
割
註
の
改
行
は
」
と
表
記
し
た
。

一	

、
訳
注
に
際
し
て
は
、
便
宜
上
、
段
落
ご
と
に
分
け
て
訳
し
た
。
偈
頌
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
場
合
そ
の
ま
ま
音
読
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
の
で
、
作
法
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。
ま
ず
、
訓
点
を
附
し
た
も
の
を
載
せ
、
次
い
で
語
義
、
次
い
で

現
代
語
訳
を
載
せ
た
。

一
、
食
事
作
法
や
偈
頌
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
判
別
で
き
な
い
文
字
が
あ
る
場
合
や
、
解
釈
上
必
要
な
場
合
の
み
掲
載
し
た
。

一	

、
一
丁
表
に
「
清
浄
法
身
毘
盧
遮
那
仏
」
と
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
、
四
丁
表
の
書
き
損
じ
を
利
用
し
た
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
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七
丁
の
裏
面
に
「
展
鉢
之
法
」「
長
板
三
下
ノ
時
下
鉢
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
二
丁
の
書
き
損
じ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
訳
注
で
は
「
清
浄
法
身
毘
盧
遮
那
仏
」
は
書
き
損
じ
と
判
断
し
て
省
略
し
て
い
る
。

一	
、『
展
鉢
式
』
所
収
の
食
事
作
法
は
、
現
在
の
臨
済
宗
の
食
事
作
法
よ
り
も
曹
洞
宗
の
食
事
作
法
の
ほ
う
に
近
い
。
現
在
の
臨
済
宗
の

食
事
作
法
に
基
づ
い
た
場
合
、
解
説
す
る
こ
と
が
困
難
な
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
訳
注
に
際
し
て
は
、
筆
者
の
永
平
寺
で
の
修
行

経
験
を
踏
ま
え
た
も
の
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
訳
文
に
関
し
て
は
あ
く
ま
で
参
考
程
度
に
止
め
て
頂

き
た
い
。
ま
た
、
臨
済
宗
の
食
事
作
法
に
つ
い
て
は
、
花
園
大
学
准
教
授
の
小
川
太
龍
先
生
に
ご
教
授
を
頂
い
た
。
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【
翻
刻
】

［（
展
鉢
）］

式

（
表
紙
）

　
　
　
　
　
　

清
浄
法
身
毘
盧
遮
那
仏
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展
鉢
式

	

（
1
オ
）

	

（
1
ウ
）

　
　
　

展
鉢
之
法　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
蔵
書
印
・
仏
日
蔵
書
］［
蔵
書
印
・
不
明
］

長
板
三
下
ノ
時
下
鉢
合
掌
シ
テ
正
ク
立
テ
偈
ヲ
念
ス
是

ヲ
下
鉢
偈
ト
云

執
持
応
器　
　

当
願
衆
生	

	

※
「
執
」
朱
字
初

成
就
此
器　
　

受
人
天
供	

	

※
「
供
」
朱
字
終

一
手
ハ
鉢
ヲ
托
シ
一
手
ハ
鉤
ヲ
解
両
手
ニ
捧
テ
入
堂
聖

僧
ノ
前
ニ
問
訊
吾
位
ニ
行
テ
隣
位
ニ
問
訊
〈
百
丈
［
●（

清
規
）●

］」
ニ
上
中
下
モ

問
訊
上
中
下
モ
」
問
訊
シ
合
ス
ト
ア
リ
〉
サ
テ
右
辺
ヨ
リ
左
脚
ヲ
先
シ
テ
順
ニ
転
右

大
衆
入
堂
了
テ
木
魚
長
撃
二
通
是
ヨ
リ
堂
［
●（

前
鐘
鳴
）

●
●
］

維
那
槌
一
下
大
衆
合
掌
シ
テ
聞
槌
偈
ヲ
［
●（

唱
フ
）●

］	

（
2
オ
）

仏
生
迦
毘
羅　

成
道
摩
揭
□（

陀
）	

	

※
「
仏
」
朱
字
初

説
法
波
羅
奈　

入
滅
拘
絺
羅	

	

※
「
羅
」
朱
字
終

鉢
ヲ
展
ニ
ハ
先
合
掌
シ
テ
展
鉢
偈
ヲ
念
ス

如
来
応
量
器　

我
今
得
敷
展	

	
※
「
如
」
朱
字
初
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願
共
諸
衆
生　

等
三
輪
空
寂	

	

※
「
寂
」
朱
字
終

複
帕
ヲ
ト
キ
膝
巾
ヲ
展
テ
膝
ヲ
オ
ホ
ヒ
サ
テ
複
帕
ヲ
畳
テ

三
角
ニ
転
シ
単
ノ
外
ヘ
出
ヌ

（
ス
ヵ
）様

ニ
シ
鉢
ヲ
左
ヘ
寄
テ
鉢
単

ヲ
シ
キ
鉢
ヲ
単
ノ
上
左
ノ
方
ニ
ヲ
キ
鉢
拭
ト
匙
筯
ノ
袋
ト

ヲ
膝
巾
ノ
上
ニ
横
ニ
ヲ
キ
鉢
蓋
ヲ
鉢
ノ
右
帕
子
ノ
上
ニ
ヲ
キ

サ
テ
両
手
ノ
指
頭
ニ
テ
鐼
子
ヲ
取
出
シ
小
ヨ
リ
次
第
ニ
並
ヘ	

（
2
ウ
）

ヘ（
マ
マ
）相

打
テ
ナ
ラ
ヌ
様
ニ
シ
テ
置
也
捴

第
四
第
五
ノ
指
ハ
触

指
ト
テ
用
ヒ
ザ
ル
也
サ
テ
筯
ヲ
出
テ
鉢
ト
頭
鐼
ト
ノ
間
ニ
ヲ
キ

刷
ヲ
出
シ
菜
鐼
ト
水
鐼
ト
ノ
間
ニ
ヲ
キ
単
ノ
外
半
寸
許

出
ス
可
シ
飯
ヲ
ヒ
ク
ト
キ
問
訊
シ
テ
鉢
ヲ
両
手
ニ
テ
捧
テ
向

ノ
方
ヲ
サ
サ
ゲ
テ
受
可
シ
其
間
ニ
受
食
ノ
偈
ヲ
念
ス
可
シ

若
受
食
時　

当
願
衆
生	

	

※
「
若
」
朱
字
初

禅
悦
為
食　

法
喜
充
満	

	

※
「
満
」
朱
字
終

サ
テ
匙
ヲ
出
シ
鉢
ノ
中
ニ
置
可
シ
サ
テ
蓋
ヲ
カ
ク
可
シ
［　
　

］

食
汁
菜
ト
モ
ニ
イ
ヤ
ト
思
ス
時
ハ
右
ノ
手
ヲ
挙
［
●（

グ
）　

］

但
シ
飯
汁
ハ
自
ラ
両
手
ニ
テ
捧
テ
ウ
ク
菜
ナ
［
●（

ド
ハ
）●

］	

（
3
オ
）

儘
ナ
リ
サ
テ
大
衆
ヘ
飯
ヲ
一
徧
ヒ
キ
テ
維
那
遍
食
［
●（

槌
）　

］
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シ
合
掌

心
経
ヲ
始
ム
大
衆
同
誦
ス
経
畢
テ
維
那
［
●（

槌
シ
）●

］

合
掌

回
向
ヲ
ヨ
ム

上
来
諷
経
功
徳
奉
為
耕
夫
餉
婦
疲
馬
嬾
牛	

	

※
「
上
」
朱
字
初

螻
蟻
蚊
虻
蝦
蟆
蚯
蚓
春
炊
人
力
供
給
浄
人
存
者
福

寿
康
寧
亡
者
往
生
浄
土
十
方
三
世
一
切
諸
仏
〈
ゝ
ゝ
ゝ
」
ゝ
ゝ
ゝ
〉
密	

	

※
「
密
」
朱
字
終

サ
テ
維
那稽

首
薄
伽
梵　

円
満
修
多
羅	

	

※
「
稽
」
朱
字
初

大
乗
菩
薩
僧　

功
徳
難
思
議	

	

※
「
議
」
朱
字
終

偈
ヲ
唱
テ
直
ニ
仰
憑
大
衆
念
ヲ
ト
ナ
ヘ
十
仏
名
ヲ
唱	

（
3
ウ
）

清シ
ン

浄ジ
ン

法パ

身シ
ン

毘ビ

盧ル

遮シ
ャ

那ノ

仏フ

●●	
	

※
（
4
オ
）「
ル
ビ
」「
●
」
朱
字

円エ
ン

満モ
ン

報ポ
ウ

身シ
ン

盧ル

遮シ
ャ

那ノ

仏フ

●●

千セ
ン

百パ

億イ

化ク
ワ

身シ
ン

釈シ

迦キ
ャ

牟ム

尼ニ

仏フ

●●

当タ
ウ

来ラ
イ

下ア

生サ
ン

弥ミ

勒リ

尊ソ
ン

仏プ

●●

十ジ

方ハ
ウ

三サ
ン

世シ

一イ

切シ
イ

諸シ

仏ブ

●●

大ダ
イ

聖シ
ン

文ブ
ン

殊ジ

師ス

利リ

菩ブ

薩サ

●●

大ダ
イ

行ア
ン

普フ

賢エ
ン

菩ブ

薩サ

●●

大ダ
イ

悲ヒ

観ク
ワ
ン

世シ

音イ
ン

菩ブ

薩サ

●●

諸シ

尊ソ
ン

菩ブ

薩サ
●

摩モ

訶コ

薩サ
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摩モ

訶コ

般ホ
●

若ジ
ャ

波ホ
●

羅ロ

密ミ

●●	

（
4
オ
）

一
仏
三
匝
シ
テ
槌
ヲ
打
大
衆
合
掌
シ
テ
口
ノ
内
ニ
テ
［
●（

十
仏
名
）

●
●
］

唱
畢
テ
サ
テ
給
仕
汁
ヲ
ヒ
キ
一
徧
ヒ
イ
テ
維
那
［
●（

槌
ヲ
）●

］

下
シ
テ
合
掌
シ
テ
施
食
偈
ヲ
唱
〈
大
衆
モ
合
掌

口
ノ
内
」
ニ
テ
ソ
ロ
〱
ト
唱
フ
〉

三
徳
六
味　

施
仏
及
僧	

	

※
「
三
」
朱
字
初

法
界
有
情　

普
同
供
養	

	

※
「
養
」
朱
字
終

如
レ
此
唱
テ
維
那
槌
一
下
ス
大
衆
左
右
ヲ
看
テ
一
度
ニ
相

揖
テ
五
観
想
ヲ
ナ
ス

一
計
功
多
少
量
彼
来
処　

二
忖
己
徳
行
全
缺
多イ

度
供減	

	

※
「
一
」
朱
字
初
。
注
記
も
朱
字
。

三
防
心
離イ

顕
過
不
過
三
毒

過
貪
等
為
宗　

四
正
似イ

事

良
薬
為イ

取
済
形
苦

療
形
枯

五
為
成
道
業
応イ

世
報
非
意

受
此
食
〈
名
義
集
引十

九

大
論
詳
取
以
生
厭
」
想
往
可
見
繁
多
故
略
〉
※
「
食
」
朱
字
終

名
義
集
十	

	

※
「
名
」
4
ウ
上
段
脚
注
初

九
〈
二
」
十
〉
曰
事
鈔

食
不
過
三
匙

初
匙
断
一
切
悪

中
匙
修
一
切
善

後
匙
度
一
切
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衆
生
増
一
云

多
食
致
苦
患

少
食
気
力
衰

処
中
而
食
若

如
秤
無
高
下	
	

※
「
下
」
4
ウ
上
段
脚
注
終

	

（
4
ウ
）

次
ニ
生
飯
ヲ
取
テ
刷
ニ
ヲ
ク
生
飯
ヲ
取
ハ
七
粒
ニ
ス
グ
へ
カ
ラ
ス

少
レ
ハ
慳
食
ト
ス
合
掌

出
生
ノ
偈
ヲ
念
ス

汝
等
鬼
神
衆　

我
今
施
汝
供	

	

※
「
汝
」
朱
字
初

此
食
遍
十
方　

一
切
鬼
神
共	

	

※
「
共
」
朱
字
終

サ
テ
三
口
ク
フ
テ
汁
ヲ
ス
フ
食
ス
ル
時
ノ
イ
マ
シ
メ
ハ
日
用
清
規

ニ
詳
ナ
リ
サ
テ
食
シ
畢
ン
ト
ス
ル
時
上
座
ヲ
ヨ
ク
見
合
テ
鉢

ニ
残
タ
ル
食
ヲ
頭
鐼
ヘ
移
シ
テ
サ
テ
筯
ニ
テ
食
ス
ル
也
捴

飯
ハ
匙
ニ
テ
食
シ
菜
汁
等
ハ
筯
ニ
テ
食
ス
レ

頭
鐼

テ
ハ
筯
ニ
テ
飯
ヲ
食
ス
ル
也
サ
テ
食
畢
テ
大
衆
筯
ヲ
［
●（

置
ヲ
）●

］

見
テ
給
仕
湯
ヲ
ヒ
ク
問
訊

鉢
ニ
ウ
ケ
汁
鐼
ヘ
［
●（

移
シ
）●

］	
（
5
オ
）

呑
也
サ
テ
菜
桶
ヲ
ヒ
ク
残
ナ
ケ
レ
ハ
右
手
ヲ
挙
ク
ア
［
●（

イ
ダ
）●

］
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ニ
テ
移
ス
サ
テ
生
飯
撹
ニ
テ
生
飯
ヲ
ト
ル
大
衆
問
訊
［
●（

刷
）　

］

ヲ
押
テ
ト
ラ
ス
ル
也
サ
テ
水
ヲ
ヒ
ク
問
訊

鉢
ニ
ウ
ク
分
□

鐼
ニ
余
ヌ
様
ニ
心
得
ヘ
シ
刷
ニ
テ
鉢
ヲ
洗
ヒ
刷
ト
水
ト
ヲ
頭

鐼
ニ
ウ
ツ
シ
鉢
ヲ
フ
キ
鉢
拭
ヲ
鉢
ノ
内
ニ
ヲ
キ
サ
テ
刷
ニ
テ

匙
ヲ
洗
ヒ
フ
イ
テ
袋
ニ
入
サ
テ
刷
ニ
テ
頭
鐼
ヲ
洗
ヒ
刷
ト
水

ト
ヲ
菜
鐼
ニ
移
シ
頭
鐼
ヲ
フ
イ
テ
鉢
ニ
架
シ
サ
テ
刷
ニ
テ
箸

ヲ
洗
ヒ
フ
イ
テ
袋
ニ
入
刷
ニ
テ
菜
鐼
ヲ
洗
刷
ト
水
ト
ヲ
水

鐼
ニ
移
シ
菜
鐼
ヲ
フ
イ
テ
架
シ
刷
ヲ
フ
イ
テ
袋
ニ
入
サ
テ

折
水
ヲ
ヒ
ク
問
訊

偈
ヲ
念

コ
ボ
ス
也	

（
5
ウ
）

我
此
洗
鉢
水　

如
天
甘
露
味　

施
汝
諸
鬼
神	

	

※
「
我
」
朱
字
初

悉
令
得
飽
満　

唵
摩
休
羅
細
娑
婆
訶	

	

※
「
訶
」
朱
字
終

サ
テ
水
鐼
ヲ
フ
イ
テ
架
ス
浄
巾
ニ
テ
汁
水
ナ
ト
ノ
コ
ホ
レ
タ

ル
ヲ
フ
キ
サ
テ
単
ヲ
畳
テ
鉢
ニ
入
膝
巾
ヲ
収
鉢
ノ
蓋
ヲ

収
匙
筯
ノ
袋
ヲ
収
サ
テ
帕
子
ヲ
ム
ス
ビ
其
上
ニ
鉢
拭
ヲ

二
ツ
ニ
折
テ
カ
ケ
サ
テ
問
訊

食
畢
ノ
偈
ヲ
念
ス

飯
食
訖
己
色
力
充　

威
震
十
方
三
世
雄	

	
※
「
飯
」
朱
字
初

回
因
転
果
不
在
念　

一
切
衆
生
獲
神
通	

	
※
「
通
」
朱
字
終

下
堂
ノ
槌
一
下
シ
テ
起
左
右
ヘ
問
訊

サ
テ
鉢
ヲ
［
●（

持
テ
）●

］
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出
若
襯
金
ア
レ
ハ
五
観
想
了
テ
ヒ
ク
也
合
掌
［
●（

シ
ソ
）●

］	

（
6
オ
）

ノ
儘
ヲ
ク
也
維
那
槌
一
下
シ
テ
施
財
偈
ヲ
唱
□（

フ
）

財
法
二
施　

功
徳
無
量	
	

※
「
財
」
朱
字
初

檀
波
羅
蜜　

具
足
円
満	
	

※
「
満
」
朱
字
終

若
菓
子
ア
レ
ハ
食
畢
ノ
偈
ヲ
ト
ナ
ヘ
ヌ
前
ニ
ヒ
ク
也

此
者
五
嶽
流
習
之
式
也
今
因
百
丈
之
古
規
詳

考
始
末
間
正
舛
訛
凡
文
以
倭
字
偈
用
丹

毫
要
使
童
行
者
易
知
之
願
夫
為
日
用
規

約
之
一
助
乎
云

寛
文
戊
申
二
月
日
朴
堂
鴻
西
堂
誌	

（
6
ウ
）

	

（
７
オ
）

	

（
７
ウ
）

	

（
裏
表
紙
）

【
訳
註
】

『
展
鉢
式
』
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展
鉢
之
法　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
蔵
書
印
］［
蔵
書
印
］

①
長
板
三
下
ノ
時
下
鉢
、
合
掌
シ
テ
、
正
ク
立
テ
偈
ヲ
念
ス
。
是
ヲ
下
鉢
偈
ト
云
。

執
持
応
器
、
当
願
衆
生
、
成
就
此
器
、
受
人
天
供
。

一
手
ハ
鉢
ヲ
托
シ
、
一
手
ハ
鉤
ヲ
解
、
両
手
ニ
捧
テ
入
堂
、
聖
僧
ノ
前
ニ
問
訊
、
吾
位
ニ
行
テ
、
隣
位
ニ
問
訊
〈
百
丈
［
●（

清
規
）●

］
ニ
上
中

下
モ
問
訊
、
上
中
下
モ
問
訊
シ
合
ス
ト
ア
リ
〉。
サ
テ
右
辺
ヨ
リ
左
脚
ヲ
先
シ
テ
順
ニ
転
右
。
大
衆
入
堂
、
了
テ
木
魚
長
撃
二
通
。
是
ヨ

リ
堂
［
●（

前
鐘
鳴
）

●
●
］。
維
那
槌
一
下
、
大
衆
合
掌
シ
テ
、
聞
槌
偈
ヲ
［
●（

唱
フ
）●

］。

仏
生
迦
毘
羅
、
成
道
摩
揭
□（

陀
）、

説
法
波
羅
奈
、
入
滅
拘
絺
羅
。

鉢
ヲ
展
ニ
ハ
、
先
合
掌
シ
テ
展
鉢
偈
ヲ
念
ス
。

如
来
応
量
器
、
我
今
得
敷
展
、
願
共
諸
衆
生
、
等
三
輪
空
寂
。

［
語
義
］
○
長
板
三
下
…
長
板
（
長
版
）
は
、
雲
版
と
い
う
鳴
ら
し
物
を
長
く
打
つ
こ
と
。
三
下
は
文
字
通
り
で
あ
れ
ば
三
回
打
つ

こ
と
を
指
す
［
補
1
］。
○
下
鉢
…
僧
堂
で
自
分
の
単
位
の
上
方
に
つ
る
し
て
あ
る
鉢
（
応
量
器
）
を
下
ろ
す
こ
と
。
○
執
持
応
器

～
受
人
天
供
…
［
補
2
］。
○
鉢
…
応
量
器
の
こ
と
。
○
百
丈
［　
　

］
ニ
上
中
下
モ
…
「
百
丈
清
規
ニ
上
中
下
モ
」
か
。
○
百
丈

～
ト
ア
リ
…
［
補
3
］。
○
是
ヨ
リ
堂
［　
　
　

］
…
「
是
ヨ
リ
堂
前
鐘
鳴
」
か
［
補
4
］。
○
聖
僧
…
僧
堂
の
中
央
に
安
置
す
る
仏

像
［
補
5
］。
○
隣
位
問
訊
…
僧
堂
で
自
分
の
左
右
の
単
の
人
を
隣
位
と
呼
ぶ
［
補
6
］。
○
木
魚
…
魚
鼓
。
魚
の
形
を
し
た
鳴
ら
し

物
［
補
7
］。
○
長
撃
二
通
…
木
魚
を
二
通
（
二
会
）
打
つ
こ
と
［
補
8
］。
○
維
那
…
禅
宗
寺
院
の
僧
堂
な
ど
で
修
行
僧
を
監
督
指

導
し
、
堂
内
の
衆
務
を
総
覧
す
る
役
。
六
知
事
の
一
つ
。
○
聞
槌
偈
ヲ
［　
　

］
…
「
聞
槌
偈
ヲ
唱
フ
」
か
。
○
聞
槌
偈
…
展
鉢
の

際
に
唱
え
る
偈
文
の
一
つ
。
○
展
鉢
…
食
事
に
際
し
て
、
複
帕
（
袱
紗
）
に
つ
つ
ん
だ
応
量
器
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
。
○
展
鉢
偈
…
展

鉢
の
際
に
唱
え
る
偈
文
の
一
つ
。
○
如
来
応
量
器
～
等
三
輪
空
寂
…
［
補
9
］。
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［
訳
］
長
板
（
雲
版
）
三
下
を
聞
い
て
鉢
を
下
ろ
す
。
合
掌
し
て
、
正
し
く
立
ち
、
偈
を
唱
え
る
。
こ
れ
を
「
下
鉢
偈
」
と
い
う
。

執
持
応
器
、
当
願
衆
生
、
成
就
此
器
、
受
人
天
供
。

一
方
の
手
で
鉢
を
さ
さ
え
、
一
方
の
手
で
〔
鉢
が
結
ば
れ
た
〕
鉤
を
解
き
、〔
鉢
を
〕
両
手
に
捧
け
て
〔
僧
堂
に
〕
入
堂
す
る
。
聖
僧
の

前
で
問
訊
し
て
、
吾
位
（
自
位
）
に
行
っ
て
、
隣
位
に
問
訊
〈『
敕
修
百
丈
清
規
』
に
は
、
上
中
下
座
も
問
訊
、
上
中
下
座
に
も
問
訊
し

合
わ
す
と
あ
る
〉。
次
に
〔
単
の
〕
右
側
の
人
よ
り
左
脚
を
先
に
出
し
て
い
き
な
が
ら
順
に
右
転
。
大
衆
の
入
堂
了
っ
て
木
魚
長
撃
を
二

通
す
る
。
是
よ
り
堂
前
の
鐘
鳴
る
。
維
那
は
槌
を
一
下
し
、
大
衆
は
合
掌
し
て
、
聞
槌
偈
を
唱
え
る
。

仏
生
迦
毘
羅
、
成
道
摩
揭
陀
、
説
法
波
羅
奈
、
入
滅
拘
絺
羅
。

鉢
を
展
げ
る
際
に
は
、
先
に
合
掌
し
て
、
展
鉢
偈
を
唱
え
る
。

如
来
応
量
器
、
我
今
得
敷
展
、
願
共
諸
衆
生
、
等
三
輪
空
寂
。

②
複
帕
ヲ
ト
キ
、
膝
巾
ヲ
展
テ
、
膝
ヲ
オ
ホ
ヒ
、
サ
テ
複
帕
ヲ
畳
テ
、
三
角
ニ
転
シ
、
単
ノ
外
ヘ
出
ヌ

（
ス
ヵ
）様

ニ
シ
、
鉢
ヲ
左
ヘ
寄
テ
、
鉢
単

ヲ
シ
キ
、
鉢
ヲ
単
ノ
上
左
ノ
方
ニ
ヲ
キ
、
鉢
拭
ト
匙
筯
ノ
袋
ト
ヲ
膝
巾
ノ
上
ニ
横
ニ
ヲ
キ
、
鉢
蓋
ヲ
鉢
ノ
右
、
帕
子
ノ
上
ニ
ヲ
キ
、
サ
テ

両
手
ノ
指
頭
ニ
テ
鐼
子
ヲ
取
出
シ
、
小
ヨ
リ
次
第
ニ
並
ヘ
ヘ

（
マ
マ
）相

打
テ
ナ
ラ
ヌ
様
ニ
シ
テ
置
也
。
捴

第
四
第
五
ノ
指
ハ
触
指
ト
テ
用
ヒ
ザ

ル
也
。［

語
義
］
○
複
帕
（
ふ
く
は
く
）
…
応
量
器
を
包
ん
で
い
る
布
。
○
膝
巾
（
し
っ
き
ん
）
…
前
掛
け
の
布
。
折
り
た
た
ん
で
あ
り
、

応
量
器
と
と
も
に
、
複
帕
で
納
め
ら
れ
て
い
る
。
食
事
に
際
し
て
は
、
複
帕
を
解
い
て
、
次
に
前
掛
け
で
膝
を
覆
う
。
○
複
帕
ヲ
畳

テ
、
三
角
ニ
転
シ
、
単
ノ
外
ヘ
出
ヌ

（
ス
ヵ
）様

ニ
シ
…
［
補
10
］。
○
鉢
単
（
は
っ
た
ん
）
…
禅
寺
で
食
事
に
際
し
て
、
器
の
下
の
敷
物
［
補

11
］。
○
鉢
拭
（
は
っ
し
き
）
…
布
巾
の
こ
と
。
○
匙
筯
袋
（
し
じ
ょ
た
い
）
…
さ
じ
と
は
し
を
入
れ
る
袋
。
○
匙
筯
（
し
じ
ょ
）

…
さ
じ
と
は
し
。
○
鉢
蓋
（
は
つ
が
い
）
…
鉢
に
埃
な
ど
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
蓋
［
補
12
］。
○
鐼
子
（
く
ん
す
）
…
応
量
器
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の
中
に
納
め
ら
れ
た
器
の
こ
と
。
本
『
展
鉢
式
』
か
ら
は
、
頭
鐼
、
菜
鐼
、
水
鐼
と
、
鉢
蓋
が
確
認
で
き
る
。
○
触
指
…
触
は
け
が

れ
の
こ
と
。
古
代
の
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
四
指
五
指
で
不
浄
な
る
こ
と
を
扱
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
四
指
五
指
を
触
指
と
称
し
た
。

［
訳
］
複ふ

く

帕は
く

（
応
量
器
を
包
ん
で
い
る
布
）
を
解
き
、
膝し

っ

巾き
ん

（
前
掛
け
の
布
）
を
展ひ

ろ

げ
て
膝
を
覆
い
、
次
に
複
帕
を
折
り
た
た
ん
で
三
角

の
形
を
作
り
、
単
の
外
へ
出
す
よ
う
に
し
て
、
鉢
を
左
に
寄
せ
て
、
鉢
単
（
食
事
の
際
の
敷
物
）
を
し
い
て
、
鉢
（
応
量
器
）
を
〔
鉢
〕

単
の
上
左
の
方
に
置
い
て
、
鉢は

っ

拭し
き

（
布
巾
）
と
匙し

筯じ
ょ

袋た
い

（
さ
じ
・
は
し
袋
）
を
膝
巾
（
前
掛
け
の
布
）
の
上
に
横
に
置
い
て
、
鉢
蓋
（
鉢

の
蓋
）
を
鉢
の
右
側
、
複
帕
の
上
に
置
き
、
次
に
両
手
の
指
先
で
鐼く

ん

子す

（
応
量
器
の
中
に
納
め
ら
れ
た
器
）
を
取
出
し
、
小
よ
り
次
第
に

並
べ
て
互
い
が
当
た
っ
て
音
が
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
置
く
。
総
じ
て
、
第
四
第
五
の
指
は
触
指
な
の
で
用
い
な
い
よ
う
に
。

③
サ
テ
、
筯
ヲ
出
テ
鉢
ト
頭
鐼
ト
ノ
間
ニ
ヲ
キ
、
刷
ヲ
出
シ
菜
鐼
ト
水
鐼
ト
ノ
間
ニ
ヲ
キ
、
単
ノ
外
半
寸
許
出
ス
可
シ
。
飯
ヲ
ヒ
ク
ト
キ
、

問
訊
シ
テ
、
鉢
ヲ
両
手
ニ
テ
捧
テ
、
向
ノ
方
ヲ
サ
サ
ゲ
テ
受
可
シ
。
其
間
ニ
受
食
ノ
偈
ヲ
念
ス
可
シ
。

若
受
食
時
、
当
願
衆
生
、
禅
悦
為
食
、
法
喜
充
満
。

［
語
義
］
○
頭
鐼
…
鐼
子
の
一
番
大
き
い
も
の
。
応
量
器
の
次
に
大
き
い
も
の
。
こ
の
中
に
、
鐼
子
が
幾
重
に
も
納
め
ら
れ
る
。
○

刷
（
せ
つ
）
…
食
器
を
洗
う
と
き
の
道
具
。
○
単
ノ
外
半
寸
許
出
ス
可
シ
…
刷
を
半
寸
出
し
た
あ
た
り
に
生
飯
（
サ
バ
）
を
置
き
、

後
に
浄
人
が
撹
と
い
う
道
具
を
用
い
て
、
こ
こ
か
ら
生
飯
（
サ
バ
）
を
集
め
る
。
○
向
ノ
方
ヲ
サ
サ
ゲ
テ
…
応
量
器
を
浄
人
（
給
仕

人
）
の
方
に
向
か
っ
て
少
し
下
げ
る
と
、
浄
人
が
粥
や
飯
を
給
仕
し
や
す
く
な
る
た
め
、
こ
の
動
作
を
す
る
。
○
若
受
食
時
～
法
喜

充
満
…
［
補
13
］。

［
訳
］
次
に
、
筯
を
出
し
て
鉢
（
応
量
器
）
と
頭ず

鐼く
ん

（
鐼
子
の
一
番
大
き
い
も
）
と
の
間
に
置
い
て
、
刷せ

つ

（
食
器
を
洗
う
た
め
の
道
具
）

を
出
し
て
菜さ

い

鐼く
ん

（
鐼
子
の
二
番
目
）
と
水す

い

鐼く
ん

（
鐼
子
の
三
番
目
）
と
の
間
に
置
い
て
、
単
の
外
に
半
寸
（
一
・
五
㎝
）
許
り
出
す
よ
う
に
。

飯
を
配
る
際
に
、
問
訊
し
、
鉢
を
両
手
で
さ
さ
げ
、〔
給
仕
の
〕
向
き
の
方
を
〔
器
を
〕
さ
げ
て
受
け
る
よ
う
に
。
そ
の
間
に
受
食
の
偈
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を
唱
え
な
さ
い
。

若
受
食
時
、
当
願
衆
生
、
禅
悦
為
食
、
法
喜
充
満
。

④
サ
テ
匙
ヲ
出
シ
、
鉢
ノ
中
ニ
置
可
シ
。
サ
テ
蓋
ヲ
カ
ク
可
シ
［　
　

］。
食
汁
菜
ト
モ
ニ
イ
ヤ
ト
思
ス
時
ハ
、
右
ノ
手
ヲ
挙
［
●（

グ
）　

］。

但
シ
飯
汁
ハ
自
ラ
両
手
ニ
テ
捧
テ
ウ
ク
。
菜
ナ
［
●（

ド
ハ
）●

］
儘
ナ
リ
。
サ
テ
大
衆
ヘ
飯
ヲ
一
徧
ヒ
キ
テ
、
維
那
遍
食
［
●（

槌
）　

］
シ
、
合
掌

心
経
ヲ
始
ム
。
大
衆
同
誦
ス
。
経
畢
テ
維
那
［
●（

槌
シ
）●

］、
合
掌

回
向
ヲ
ヨ
ム
。

上
来
諷
経
功
徳
、
奉
為
、
耕
夫
餉
婦
疲
馬
、
嬾
牛
螻
蟻
蚊
虻
、
蝦
蟆
蚯
蚓
春
炊
、
人
力
供
給
浄
人
、
存
者
福
寿
康
寧
、
亡
者
往
生
浄

土
。
十
方
三
世
一
切
諸
仏
、〈
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
〉
密
。

サ
テ
維
那
、

稽
首
薄
伽
梵
、
円
満
修
多
羅
、
大
乗
菩
薩
僧
、
功
徳
難
思
議
。

偈
ヲ
唱
テ
直
ニ
仰
憑
大
衆
念
ヲ
ト
ナ
ヘ
十
仏
名
ヲ
唱	

清シ
ン

浄ジ
ン

法パ

身シ
ン

毘ビ

盧ル

遮シ
ャ

那ノ

仏フ

●●

円エ
ン

満モ
ン

報ポ
ウ

身シ
ン

盧ル

遮シ
ャ

那ノ

仏フ

●●

千セ
ン

百パ

億イ

化ク
ワ

身シ
ン

釈シ

迦キ
ャ

牟ム

尼ニ

仏フ

●●

当タ
ウ

来ラ
イ

下ア

生サ
ン

弥ミ

勒リ

尊ソ
ン

仏プ

●●

十ジ

方ハ
ウ

三サ
ン

世シ

一イ

切シ
イ

諸シ

仏ブ

●●

大ダ
イ

聖シ
ン

文ブ
ン

殊ジ

師ス

利リ

菩ブ

薩サ

●●

大ダ
イ

行ア
ン

普フ

賢エ
ン

菩ブ

薩サ

●●

大ダ
イ

悲ヒ

観ク
ワ
ン

世シ

音イ
ン

菩ブ

薩サ

●●
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諸シ

尊ソ
ン

菩ブ

薩サ
●

摩モ

訶コ

薩サ

摩モ

訶コ

般ホ
●

若ジ
ャ

波ホ
●

羅ロ

密ミ

●●

［
語
義
］
○
右
ノ
手
ヲ
挙
［　
　

］
…
「
右
ノ
手
ヲ
挙
グ
」
か
［
補
14
］。
○
菜
ナ
［　
　

］
儘
ナ
リ
…
「
菜
ナ
ド
ハ
儘
ナ
リ
」
か
。

飯
汁
と
は
異
な
り
、
菜
は
手
に
器
を
持
た
な
い
こ
と
を
指
す
か
。
○
維
那
遍
食
［　
　

］
シ
…
「
維
那
遍
食
槌
シ
」
か
。
た
だ
し
二

文
字
分
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
○
遍
食
槌
…『
入
衆
日
用
』「
聞
遍
食
槌
。
看
上
下
肩
。
以
面
相
朝
。
挹
食
不
得
正
面
以
手
揺
両
辺
」

（
続
蔵
一
一
一
・
四
七
二
ｄ
）
と
あ
る
。
○
経
畢
テ
維
那
［　
　

］
…
「
経
畢
テ
維
那
槌
シ
」
か
。
○
上
来
諷
経
功
徳
～
亡
者
往
生
浄

土
…
［
補
15
］。
○
稽
首
薄
伽
梵
～
功
徳
難
思
議
…
［
補
16
］。
○
仰
憑
大
衆
念
…
仰
憑
大
衆
念
は
大
衆
に
唱
え
る
こ
と
を
促
す
言
葉
。

『
禅
苑
清
規
』『
勅
修
百
丈
清
規
』
に
よ
る
。
○
大
行
普
賢
菩
薩
…
『
赴
粥
飯
法
』
は
「
大
乗
普
賢
菩
薩
」、『
瑩
山
清
規
』『
諸
規
』『
小

叢
林
略
清
規
』
は
「
大
行
普
賢
菩
薩
」
と
す
る
。
○
「
●
」
…
こ
こ
で
鳴
ら
し
物
を
打
つ
と
い
う
印
。

［
訳
］
次
に
、
匙
を
出
し
、
鉢
の
中
に
置
く
よ
う
に
。
次
に
、
蓋
は
使
わ
な
い
よ
う
に
。
食
・
汁
・
菜
と
も
に
こ
れ
以
上
必
要
な
い
と
思

う
と
き
は
、
右
手
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
、
飯
汁
は
自
ら
両
手
で
捧
て
受
け
る
よ
う
に
。
菜
な
ど
は
〔
器
を
〕
そ
の
ま
ま
で
〔
受
け
る
よ
う

に
〕。
次
に
、
大
衆
へ
飯
を
一
通
り
配
っ
た
ら
、
維
那
は
遍
食
の
槌
を
打
ち
、
合
掌
し
て
『
般
若
心
経
』
を
読
み
始
め
る
。
大
衆
は
維
那

と
と
も
に
経
を
唱
え
る
。
経
を
読
み
畢
え
た
ら
維
那
は
槌
を
打
ち
、
合
掌
し
て
回
向
を
読
む
。

上
来
諷
経
功
徳
、
奉
為
、
耕
夫
餉
婦
疲
馬
、
嬾
牛
螻
蟻
蚊
虻
、
蝦
蟆
蚯
蚓
春
炊
、
人
力
供
給
浄
人
、
存
者
福
寿
康
寧
、
亡
者
往
生
浄

土
。
十
方
三
世
一
切
諸
仏
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
。

次
に
維
那
、

稽
首
薄
伽
梵
、
円
満
修
多
羅
、
大
乗
菩
薩
僧
、
功
徳
難
思
議
。

〔
と
い
う
〕
偈
を
唱
え
て
、
す
ぐ
に
「
仰
憑
大
衆
念
」
と
唱
え
、
十
仏
名
を
唱
え
る
。

清シ
ン

浄ジ
ン

法パ

身シ
ン

毘ビ

盧ル

遮シ
ャ

那ノ

仏フ

●●
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円エ
ン

満モ
ン

報ポ
ウ

身シ
ン

盧ル

遮シ
ャ

那ノ

仏フ

●●

千セ
ン

百パ

億イ

化ク
ワ

身シ
ン

釈シ

迦キ
ャ

牟ム

尼ニ

仏フ

●●

当タ
ウ

来ラ
イ

下ア

生サ
ン

弥ミ

勒リ

尊ソ
ン

仏プ

●●

十ジ

方ハ
ウ

三サ
ン

世シ

一イ

切シ
イ

諸シ

仏ブ

●●

大ダ
イ

聖シ
ン

文ブ
ン

殊ジ

師ス

利リ

菩ブ

薩サ

●●

大ダ
イ

行ア
ン

普フ

賢エ
ン

菩ブ

薩サ

●●

大ダ
イ

悲ヒ

観ク
ワ
ン

世シ

音イ
ン

菩ブ

薩サ

●●

諸シ

尊ソ
ン

菩ブ

薩サ
●

摩モ

訶コ

薩サ

摩モ

訶コ

般ホ
●

若ジ
ャ

波ホ
●

羅ロ

密ミ

⑤
一
仏
三
匝
シ
テ
槌
ヲ
打
、
大
衆
合
掌
シ
テ
口
ノ
内
ニ
［
●（

十
仏
名
）

●
●
］
唱
畢
テ
。
サ
テ
給
仕
、
汁
ヲ
ヒ
キ
一
徧
ヒ
イ
テ
、
維
那
［
●（

槌
ヲ
）●

］
下

シ
テ
、
合
掌
シ
テ
施
食
偈
ヲ
唱
。〈
大
衆
モ
合
掌

口
ノ
内
ニ
テ
ソ
ロ
〱
ト
唱
フ
〉。

三
徳
六
味
、
施
仏
及
僧
、
法
界
有
情
、
普
同
供
養
。

［
語
義
］
○
三
匝
…
右
繞
三
匝
の
こ
と
。
礼
拝
対
象
に
対
し
て
右
回
り
に
三
回
ま
わ
る
こ
と
。
○
施
食
偈
…
『
禅
苑
清
規
』
巻
一
「
赴

粥
飯
」
に
よ
れ
ば
、「
三
徳
六
味
」
は
斎
時
の
施
食
偈
に
あ
た
る
［
補
17
］。
○
三
徳
六
味
～
普
同
供
養
…
［
補
18
］。
○
口
ノ
内
ニ
［　

　

］
唱
畢
テ
…
「
口
ノ
内
ニ
十
仏
名
唱
畢
テ
」
か
。
○
維
那
［　
　

］
下
シ
テ
…
「
維
那
槌
ヲ
下
シ
テ
」
か
。

［
訳
］〔
聖
僧
に
対
し
て
〕
一
仏
三
匝
し
、〔
終
わ
っ
て
〕
槌
を
打
ち
、
大
衆
は
合
掌
し
て
〔
十
仏
名
を
〕
口
の
内
で
唱
え
畢
る
。
次
に
給

仕
が
汁
を
一
通
り
配
っ
た
ら
、
維
那
は
槌
を
一
下
し
て
、
合
掌
し
て
施
食
偈
を
唱
え
る
。
大
衆
も
合
掌
し
て
口
の
内
に
て
そ
ろ
そ
ろ
と
唱

え
る
。
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三
徳
六
味
、
施
仏
及
僧
、
法
界
有
情
、
普
同
供
養
。

⑥
如
此
唱
テ
、
維
那
槌
一
下
ス
。
大
衆
左
右
ヲ
看
テ
、
一
度
ニ
相
揖
テ
、
五
観
想
ヲ
ナ
ス
。

一
計
功
多
少
量
彼
来
処　

二
忖
己
徳
行
全
缺
多イ

度
供滅

三
防
心
離イ

顕
過
不
過
三
毒

過
貪
等
為
宗　

四
正
似イ

事

良
薬
為イ

取
済
形
苦

療
形
枯

五
為
成
道
業
応イ

世
報
非
意

受
此
食
〈
名
義
集
引十

九

、
大
論
詳
取
以
生
厭
想
往
可
見
繁
多
故
略
〉

［
語
義
］
○
如
此
唱
テ
、
維
那
槌
一
下
ス
～
五
観
想
ヲ
ナ
ス
…
［
補
19
］。
○
五
観
想
…
五
僧
。
僧
侶
が
食
事
に
際
し
て
起
こ
す
べ
き

五
つ
の
想
念
を
五
観
と
い
い
、
こ
れ
を
偈
文
の
形
し
た
も
の
を
五
観
偈
と
い
う
［
補
20
］。
○
一
計
功
多
少
量
彼
来
処
～
五
為
成
道

業
応
受
此
食
…
［
補
21
］。
○
二
忖
己
徳
行
全
欠
応
供
…
道
宣
『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
巻
二
「
二
自
忖
己
徳
行
全
缺
多
減
」（
大

正
蔵
四
〇
・
八
四
ａ
）
と
あ
る
。『
名
義
集
』
に
よ
る
か
。
○
名
義
集
引十

九

大
論
詳
取
以
生
厭
想
往
可
見
繁
多
故
略
…
［
補
22
］。
○
名

義
集
…
『
翻
訳
名
義
集
』（
一
一
四
三
年
成
立
）
の
こ
と
。
南
宋
の
法
雲
に
よ
り
、
仏
典
の
重
要
な
梵
語
二
千
余
語
を
六
四
編
に
分

類
し
て
字
義
と
出
典
を
記
し
た
も
の
。
○
大
論
…
『
大
智
度
論
』
の
略
。

［
訳
］
こ
の
よ
う
に
唱
え
た
あ
と
、
維
那
は
槌
を
一
下
す
る
。
大
衆
は
左
右
を
看
て
、〔
そ
ろ
っ
て
合
わ
せ
て
〕
一
度
に
相
揖
し
て
五
観
想

を
行
な
う
。

一
計
功
多
少
量
彼
来
処
。

二
忖
己
徳
行
全
缺
多
減
。「
多
減
」
は
異
本
で
は
「
度
供
」。

三
防
心
離
過
貪
等
為
宗
。「
過
貪
等
為
宗
」
は
異
本
で
は
「
顕
過
不
過
三
毒
」。

四
正
似
良
薬
為
療
形
枯
。「
似
」
は
異
本
で
は
「
事
」。「
為
療
形
枯
」
は
異
本
で
は
「
取
濟
形
苦
」。

五
為
成
道
業
応
受
此
食
。〈『
名
義
集
』
巻
十
九
に
、「『
大
智
度
論
』
に
、
詳
取
以
生
厭
想
徃
可
見
繁
多
。
故
に
略
す
〉「
応
受
此
食
」
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は
異
本
で
は
「
世
報
非
意
」。

⑦
名
義
集
十
九
〈
二
十
〉
曰
、
事
鈔
、
食
不
過
三
匙
、
初
匙
断
一
切
悪
、
中
匙
修
一
切
善
、
後
匙
度
一
切
衆
生
。
増
一
云
、
多
食
致
苦
患
、

少
食
気
力
衰
、
処
中
而
食
若
、
如
秤
無
高
下
。

［
訓
］『
名
義
集
』
十
九
〈
二
十
〉
に
曰
く
、「『
事
鈔
』
に
、「
食
す
る
に
三
匙
を
過
ぎ
ず
、
初
匙
は
一
切
悪
を
断
つ
、
中
匙
は
一
切
善
を

修
し
、
後
匙
は
一
切
衆
生
を
度
す
」
と
。『
増
一
』
に
云
く
、「
多
食
苦
患
を
致
し
、
少
食
気
力
衰
う
。
中
な
る
処
に
し
て
食
す
る
者
は
、

秤
る
に
高
下
無
し
が
如
し
」
と
。

［
語
義
］
○
名
義
集
十
九
～
如
秤
無
高
下
…
［
補
23
］。

［
訳
］『〔
翻
訳
〕
名
義
集
』
七
巻
（
寛
永
五
年
刊
行
本
）
の
十
九
丁
か
ら
二
十
丁
に
言
う
、「『〔
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
〕
事
鈔
』」
に
言
う
「
食

す
る
に
は
三
匙
で
行
な
う
、
初
匙
は
一
切
悪
を
断
ち
、
中
匙
は
一
切
善
を
修
し
、
後
匙
は
一
切
衆
生
を
度
す
」
と
。『
増
一
阿
含
経
』
に

言
う
、「
多
食
は
苦
患
を
生
じ
、
少
食
は
気
力
が
衰
え
る
。
調
度
よ
く
食
べ
る
者
は
、〔
多
少
と
い
う
〕
上
下
が
な
い
よ
う
な
も
の
だ
」
と
。

⑧
次
ニ
生
飯
ヲ
取
テ
、
刷
ニ
ヲ
ク
。
生
飯
ヲ
取
ハ
七
粒
ニ
ス
グ
へ
カ
ラ
ス
。
少
レ
ハ
慳
食
ト
ス
。
合
掌

出
生
ノ
偈
ヲ
念
ス
。

汝
等
鬼
神
衆
、
我
今
施
汝
供
、
此
食
遍
十
方
、
一
切
鬼
神
共
。

サ
テ
三
口
ク
フ
テ
汁
ヲ
ス
フ
。
食
ス
ル
時
ノ
イ
マ
シ
メ
ハ
、
日
用
清
規
ニ
詳
ナ
リ
。
サ
テ
食
シ
畢
ン
ト
ス
ル
時
、
上
座
ヲ
ヨ
ク
見
合
テ
、

鉢
ニ
残
タ
ル
食
ヲ
頭
鐼
ヘ
移
シ
テ
、
サ
テ
筯
ニ
テ
食
ス
ル
也
。
捴

飯
ハ
匙
ニ
テ
食
シ
、
菜
汁
等
ハ
筯
ニ
テ
食
ス
レ

、
頭
鐼
テ
ハ
筯
ニ

テ
飯
ヲ
食
ス
ル
也
。
サ
テ
食
畢
テ
大
衆
筯
ヲ
［
●（

置
ヲ
）●

］
見
テ
、
給
仕
湯
ヲ
ヒ
ク
。
問
訊

鉢
ニ
ウ
ケ
汁
鐼
ヘ
［
●（

移
シ
）●

］
呑
也
。
サ
テ
菜
桶

ヲ
ヒ
ク
。
残
ナ
ケ
レ
ハ
右
手
ヲ
挙
ク
ア
［
●（

イ
ダ
）●

］
ニ
テ
移
ス
。
サ
テ
生
飯
、
撹
ニ
テ
生
飯
ヲ
ト
ル
、
大
衆
問
訊
［
●（

刷
）　

］
ヲ
押
テ
ト
ラ
ス

ル
也
。
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［
語
義
］
○
生
飯
…
鬼
界
の
衆
生
に
飯
を
施
す
こ
と
。
○
慳
食
…
飲
食
を
お
し
む
こ
と
。
○
出
生
偈
…
生
飯
偈
と
も
い
う
。
生
飯
を

置
く
と
き
に
唱
え
る
偈
文
。
○
汝
等
鬼
神
衆
～
一
切
鬼
神
共
…
［
補
24
］。
○
サ
テ
食
シ
畢
ン
ト
ス
ル
時
、
上
座
ヲ
ヨ
ク
見
合
テ
…

食
事
の
食
べ
る
終
わ
る
の
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
。
○
上
座
…
首
座
の
こ
と
。
第
一
座
。
○
筯
ヲ［　
　

］見
テ
…「
筯

ヲ
置
ク
ヲ
見
テ
」
か
。
食
事
が
終
わ
っ
て
箸
を
置
く
の
を
見
て
の
意
味
だ
と
思
わ
れ
る
。
○
汁
鐼
ヘ
［　
　

］
呑
也
…
「
汁
鐼
ヘ
移

シ
呑
也
」
か
。
湯
を
汁
鐼
に
移
し
て
か
ら
飲
む
と
い
う
意
味
だ
と
思
わ
れ
る
。
○
撹
…
不
詳
。
生
飯
（
サ
バ
）
を
取
る
道
具
で
あ
ろ

う
か
［
補
25
］。
○
大
衆
問
訊
［　
　

］
ヲ
押
テ
ト
ラ
ス
ル
也
…
「
大
衆
問
訊
刷
ヲ
押
テ
ト
ラ
ス
ル
也
」
か
。
た
だ
し
二
文
字
分
あ

る
よ
う
に
も
見
え
る
。
刷
の
上
に
置
い
た
生
飯
を
取
っ
て
も
ら
う
た
め
の
行
為
か
と
思
わ
れ
る
。
○
右
手
ヲ
挙
ク
ア
［　
　

］
ニ
テ

移
ス
…
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、「
右
手
ヲ
挙
ク
ア
イ
ダ
ニ
テ
移
ス
」
だ
ろ
う
か
。

［
訳
］
次
に
生
飯
を
取
り
、
刷
に
置
く
。
生
飯
を
取
る
こ
と
は
七
粒
よ
り
多
く
し
て
は
い
け
な
い
し
、
少
な
い
こ
と
は
食
を
惜
し
ん
で
い

る
よ
う
な
も
の
だ
。
合
掌
し
て
出
生
の
偈
を
唱
え
る
。

汝
等
鬼
神
衆
、
我
今
施
汝
供
、
此
食
遍
十
方
、
一
切
鬼
神
共
。

次
に
、三
口
食
べ
て
か
ら
汁
を
飲
む
。
食
事
を
す
る
際
の
い
ま
し
め
は
、『
日
規
』
に
詳
し
い
。
次
に
、食
べ
終
わ
り
そ
う
な
時
、上
座
〔
が

食
事
の
終
わ
り
そ
う
な
状
況
〕
を
良
く
見
合
わ
せ
て
、
鉢
に
残
っ
て
い
る
食
を
頭
鐼
へ
移
し
て
、
次
に
筯
で
食
べ
る
。
総
じ
て
飯
は
匙
で

食
べ
、
菜
汁
等
は
筯
で
食
べ
る
が
、
頭
鐼
で
は
筯
で
飯
を
食
べ
る
。
次
に
、
食
べ
終
わ
り
、
大
衆
が
筯
を
置
く
の
見
て
、
給
仕
は
湯
を
注

ぐ
。
問
訊
し
て
鉢
に
受
け
、
汁
鐼
ヘ
移
し
て
飲
む
。
次
に
菜
桶
を
持
っ
て
ま
わ
る
。
残
り
が
な
い
な
ら
ば
右
手
を
挙
げ
、
そ
の
間
に
〔
手

が
上
が
っ
て
い
な
い
残
り
が
あ
る
人
の
菜
を
菜
桶
に
〕
移
す
。
さ
て
生
飯
は
、
撹
で
生
飯
を
と
る
。
大
衆
問
訊
を
し
て
、〔
刷
を
〕
押
し

て
と
ら
せ
る
。

⑨
サ
テ
水
ヲ
ヒ
ク
。
問
訊

鉢
ニ
ウ
ク
分
［　

●（
頭
）］

鐼
ニ
余
ヌ
様
ニ
心
得
ヘ
シ
。
刷
ニ
テ
鉢
ヲ
洗
ヒ
、
刷
ト
水
ト
ヲ
頭
鐼
ニ
ウ
ツ
シ
、
鉢
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ヲ
フ
キ
、
鉢
拭
ヲ
鉢
ノ
内
ニ
ヲ
キ
、
サ
テ
刷
ニ
テ
匙
ヲ
洗
ヒ
フ
イ
テ
袋
ニ
入
、
サ
テ
刷
ニ
テ
頭
鐼
ヲ
洗
ヒ
、
刷
ト
水
ト
ヲ
菜
鐼
ニ
移
シ
、

頭
鐼
ヲ
フ
イ
テ
鉢
ニ
架
シ
、
サ
テ
刷
ニ
テ
箸
ヲ
洗
ヒ
フ
イ
テ
袋
ニ
入
、
刷
ニ
テ
菜
鐼
ヲ
洗
、
刷
ト
水
ト
ヲ
水
鐼
ニ
移
シ
、
菜
鐼
ヲ
フ
イ
テ

架
シ
、
刷
ヲ
フ
イ
テ
袋
ニ
入
。
サ
テ
折
水
ヲ
ヒ
ク
、
問
訊

偈
ヲ
念

コ
ボ
ス
也
。

我
此
洗
鉢
水
、
如
天
甘
露
味
、
施
汝
諸
鬼
神
、
悉
令
得
飽
満
、
唵
摩
休
羅
細
娑
婆
訶
。

［
語
義
］
○
折
水
…
応
量
器
や
鐼
・
匙
・
箸
を
洗
っ
た
水
を
捨
て
る
こ
と
。
桶
を
も
っ
た
係
の
も
の
が
周
り
、
器
を
洗
っ
た
水
を
回

収
す
る
。
○
我
此
洗
鉢
水
～
唵
摩
休
羅
細
娑
婆
訶
…
［
補
26
］。

［
訳
］
次
に
水
を
配
る
。
問
訊
し
て
鉢
に
受
け
る
。〔
水
を
頂
く
〕
分
〔
量
〕
は
〔
頭
〕
鐼
に
余
す
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
。

刷
に
て
鉢
を
洗
い
、
刷
と
水
を
頭
鐼
に
う
つ
し
、
鉢
を
ふ
き
、
鉢
拭
を
鉢
の
内
に
置
き
、
刷
に
て
匙
を
洗
い
ふ
い
て
、
袋
に
入
れ
る
。
次

に
、
刷
に
て
頭
鐼
を
洗
い
、
刷
と
水
と
を
菜
鐼
に
移
し
、
頭
鐼
を
ふ
い
て
、
鉢
に
重
ね
て
、
刷
で
箸
を
洗
い
ふ
い
て
袋
に
入
れ
、
刷
で
菜

鐼
を
洗
い
、
刷
と
水
と
を
水
鐼
に
移
し
、
菜
鐼
を
ふ
い
て
重
ね
、
刷
を
ふ
い
て
袋
に
入
れ
、
次
に
、
折
水
の
係
が
来
た
ら
、
問
訊
し
て
偈

を
念
じ
て
〔
器
を
洗
っ
た
水
を
〕
こ
ぼ
す
。

我
此
洗
鉢
水
、
如
天
甘
露
味
、
施
汝
諸
鬼
神
、
悉
令
得
飽
満
、
唵
摩
休
羅
細
娑
婆
訶
。

⑩
サ
テ
水
鐼
ヲ
フ
イ
テ
架
ス
、
浄
巾
ニ
テ
汁
水
ナ
ト
ノ
コ
ホ
レ
タ
ル
ヲ
フ
キ
、
サ
テ
単
ヲ
畳
テ
鉢
ニ
入
、
膝
巾
ヲ
収
、
鉢
ノ
蓋
ヲ
収
、
匙

筯
ノ
袋
ヲ
収
。
サ
テ
帕
子
ヲ
ム
ス
ビ
其
上
ニ
鉢
拭
ヲ
二
ツ
ニ
折
テ
カ
ケ
、
サ
テ
問
訊

食
畢
ノ
偈
ヲ
念
ス
。

飯
食
訖
己
色
力
充
、
威
震
十
方
三
世
雄
、
回
因
転
果
不
在
念
、
一
切
衆
生
獲
神
通
。

下
堂
ノ
槌
一
下
シ
テ
、
起
左
右
ヘ
問
訊

、
サ
テ
鉢
ヲ
［
●（

持
テ
）●

］
出
。
若
襯
金
ア
レ
ハ
五
観
想
了
テ
ヒ
ク
也
。
合
掌
［
●（

シ
ソ
）●

］
ノ
儘
ヲ
ク

也
。
維
那
、
槌
一
下
シ
テ
施
財
偈
ヲ
唱
□（

フ
）。

財
法
二
施
、
功
徳
無
量
、
檀
波
羅
蜜
、
具
足
円
満
。
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若
菓
子
ア
レ
ハ
、
食
畢
ノ
偈
ヲ
ト
ナ
ヘ
ヌ
前
ニ
ヒ
ク
也
。

［
語
義
］
○
食
畢
偈
…
食
事
が
終
わ
っ
た
際
に
唱
え
る
偈
文
。
○
下
堂
…
修
行
僧
が
食
事
を
終
え
て
僧
堂
よ
り
退
出
す
る
こ
と
。
○

サ
テ
鉢
ヲ
［　
　

］
出
…
「
サ
テ
鉢
ヲ
持
テ
出
」
か
。
○
飯
食
訖
己
色
力
充
～
一
切
衆
生
獲
神
通
…
［
補
27
］。
○
襯
金
…
施
主
か

ら
三
宝
に
施
す
金
品
を
い
う
。
○
合
掌
［　
　

］
ノ
儘
ヲ
ク
也
…
「
合
掌
シ
ソ
ノ
儘
ヲ
ク
也
」
か
［
補
28
］。
○
施
財
偈
…
供
養
が

な
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
唱
え
る
偈
文
。
○
財
法
二
施
～
具
足
円
満
…
［
補
29
］。

［
訳
］
次
に
、
水
鐼
を
拭
い
て
重
ね
る
。
浄
巾
で
こ
ぼ
れ
た
汁
水
な
ど
を
ふ
く
。
次
に
、〔
鉢
〕
単
を
畳
ん
で
鉢
に
入
れ
、
膝
巾
を
収
さ
め
、

鉢
の
蓋
を
収
さ
め
、
匙
筯
の
袋
を
収
さ
め
て
、
帕
子
を
結
び
、
其
の
上
に
鉢
拭
を
二
に
折
っ
て
重
ね
、
問
訊
し
て
食
畢
偈
を
唱
え
る
。

飯
食
訖
己
色
力
充
、
威
震
十
方
三
世
雄
、
回
因
転
果
不
在
念
、
一
切
衆
生
獲
神
通
。

下
堂
の
槌
一
下
を
聞
い
て
立
ち
、
左
右
へ
問
訊
し
て
、
次
に
鉢
を
持
っ
て
出
堂
す
る
。
若
し
襯
金
が
あ
る
な
ら
五
観
想
が
終
わ
っ
て
配
る
。

合
掌
し
て
そ
の
ま
ま
置
く
。
維
那
、
槌
を
一
下
し
て
、
施
財
偈
を
唱
え
る
。

財
法
二
施
、
功
徳
無
量
、
檀
波
羅
蜜
、
具
足
円
満
。

も
し
菓
子
が
あ
る
な
ら
、
食
畢
の
偈
を
唱
え
る
ま
え
に
配
る
。

⑪
此
者
五
嶽
流
習
之
式
也
。
今
因
百
丈
之
古
規
詳
考
、
始
末
間
正
舛
訛
。
凡
文
以
倭
字
、
偈
用
丹
毫
。
要
使
童
行
者
易
知
之
。
願
夫
為
日

用
規
約
之
一
助
乎
云
。
寛
文
戊
申
二
月
日
、
朴
堂
鴻
西
堂
誌
。

［
訓
］
此
は
五
嶽
流
習
の
式
な
り
。
今
、
百
丈
の
古
規
を
詳
考
す
る
に
因
り
、
始
末
の
間
に
舛せ

ん

訛か

を
正
す
。
凡
そ
文
は
倭
字
を
以
っ
て
す

る
も
、
偈
は
丹
毫
を
用
う
。
童
行
者
を
し
て
易
や
す
く
之
を
知
ら
し
め
ん
こ
と
を
要
す
。
願
わ
く
は
夫
れ
日
用
規
約
の
一
助
と
為
ら
ん
こ

と
を
と
云
う
。

寛
文
〔
八
年
〕
戊
申
（
一
六
六
八
）
二
月
日
、
朴
堂
鴻
西
堂
誌
。
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［
語
義
］
○
五
嶽
…
五
山
。
○
舛
訛
…
舛
誤
。
あ
や
ま
り
。
○
丹
毫
…
漢
語
。

［
訳
］
こ
れ
は
五
嶽
（
五
山
）
流
と
し
て
教
わ
っ
た
食
事
作
法
で
あ
る
。
今
、
百
丈
の
古
規
を
詳
考
し
た
因
縁
に
よ
り
、
そ
の
間
に
誤

り
を
正
し
た
も
の
だ
。
凡
そ
文
章
は
倭
字
で
あ
る
が
、
偈
は
漢
語
を
用
い
た
。
童
行
者
に
容
易
に
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
の
だ
。
願

わ
く
は
日
用
規
約
の
一
助
と
為
ら
ん
こ
と
を
。
寛
文
〔
八
年
〕
戊
申
（
一
六
六
八
）
二
月
日
、
朴
堂
鴻
西
堂
、
記
す
。

〈
補
註
〉

（　

）	

長
板
三
下
…
長
板
（
長
版
）
は
、
雲
版
と
い
う
鳴
ら
し
物

を
長
く
打
つ
こ
と
。『
禅
林
象
器
箋
』
巻
二
十
七
「
長
板
」

に
「
忠
曰
、
下
鉢
板
、
言
長
板
。
長
撃
三
会
、
故
名
長
板
。

日
本
俗
、
訛
為
板
通
名
。
而
称
鑄
長
板
掛
長
板
等
非
也
。

其
通
名
雲
板
也
」
と
あ
る
。
三
下
は
文
字
通
り
で
あ
れ
ば

三
回
打
つ
こ
と
を
指
す
。『
敕
修
百
丈
清
規
』
巻
八
「
版
」

「
大
版
、斎
粥
二
時
長
撃
三
通
。
木
魚
後
、三
下
畳
畳
撃
之
、

謂
之
長
版
」（
大
正
蔵
四
八
・
一
一
五
五
ｃ
）
と
あ
っ
て
、

三
通
（
三
会
）
―
木
魚
―
三
下
と
い
う
流
れ
を
記
し
、
三

下
を
長
版
と
称
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、『
禅
林
象
器
箋
』

巻
二
十
七
「
下
鉢
板
」
に
は
、「
忠
曰
、
粥
時
長
板
、
名

下
鉢
板
。
齋
時
三
下
板
、
為
下
鉢
板
」
と
、
齋
時
に
は
三

回
打
つ
作
法
が
記
さ
れ
る
。『
禅
林
象
器
箋
』
の
「
版
」

の
項
目
を
読
む
と
、
お
そ
ら
く
江
戸
前
期
の
時
点
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
作
法
が
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
展

鉢
式
』
に
は
「
粥
」
に
関
す
る
記
載
が
な
く
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
施
財
偈
も
中
食
の
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た

め
、
あ
る
い
は
中
食
の
作
法
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
可

能
性
も
あ
る
。

（　

）	

執
持
応
器
～
受
人
天
供
…
応
器
を
執
持
す
、
当
に
願
わ
く

は
衆
生
と
と
も
に
、
此
器
を
成
就
し
、
人
天
の
供
を
受
け

ん
こ
と
を
。
刊
本
の
『
諸
規
』
に
は
「
執シ
ウ

持ジ

応オ
ウ

器キ

、
当
願

衆
生
、
成
ジ
ャ
ウ

就ジ
ュ

法ハ
ウ

器キ

、
受ジ
ユ

人ニ
ン

天テ
ン

供キ
ウ

」
と
ル
ビ
が
記
さ
れ
て
い

る
。
現
存
清
規
に
お
け
る
初
出
は
、『
禅
備
』
巻
十
「
合

掌
念
偈
云
〈
執
持
応
器
、
当
願
衆
生
、
成
就
法
器
、
受
人

天
供
〉」（
続
蔵
一
三
七
・
六
九
ｂ
）
で
あ
る
。『
禅
門
諸
祖

師
偈
頌
』
巻
下
「
下
鉢
偈
」「
執
持
応
器
、
当
願
衆
生
、

成
就
此
器
、
受
人
天
供
」（
続
蔵
一
一
六
・
四
八
五
ｄ
）
に

載
る
。『
禅
備
』『
諸
規
』
は
「
成
就
法
器
」、『
禅
門
諸
祖

師
偈
頌
』
は
「
成
就
此
器
」
で
あ
り
、『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』

が
『
展
鉢
式
』
の
「
下
鉢
偈
」
に
一
致
す
る
。『
禅
規
』『
日

規
』『
勅
規
』
に
は
な
い
。

1
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（　

）	

百
丈
～
ト
ア
リ
…
『
日
規
』「
或
帰
衆
寮
、
入
堂
帰
鉢
位
。

低
躬
問
訊
上
中
下
座
。
若
已
先
坐
、上
中
下
座
来
須
合
掌
。

古
云
、
不
敬
上
中
下
座
。
婆
羅
門
聚
会
無
殊
」（
続
蔵

一
一
一
・
四
七
二
ｃ
）、『
敕
規
』
巻
六
「
或
令
行
者
取
鉢

堂
外
坐
。
或
帰
衆
寮
打
給
入
堂
帰
鉢
位
。
須
低
頭
問
訊
上

中
下
座
。
若
已
先
坐
上
中
下
座
来
須
合
掌
。
古
云
〈
不
敬

上
中
下
座
。
婆
羅
門
聚
会
無
殊
〉」（
大
正
蔵

四
八
・
一
一
四
四
ｃ
）
と
あ
る
。

（　

）	

是
ヨ
リ
堂
［　
　
　

］
…
「
是
ヨ
リ
堂
前
鐘
鳴
」
か
。『
日

規
』「
転
身
令
正
。
蹲
身
放
鉢
。
免
将
腰
背
撞
人
。
堂
前

鐘
鳴
」（
続
蔵
一
一
一
・
四
七
二
ｃ
）。『
勅
規
』
巻
六
「
亦

要
順
上
肩
合
掌
方
取
鉢
。
一
手
解
鉤
左
手
提
鉢
。
転
身
令

正
蹲
身
放
鉢
。
免
将
腰
背
撞
人
。
堂
前
鍾
鳴
下
床
為
迎
住

持
入
堂
大
衆
普
同
問
訊
」（
大
正
蔵
四
八
・
一
一
四
四
ｃ
）。

（　

）	

聖
僧
…
僧
堂
の
中
央
に
安
置
す
る
仏
像
。
安
置
す
る
仏
像

に
は
決
ま
り
は
な
い
が
、
現
在
で
は
文
殊
菩
薩
像
を
安
置

す
る
例
が
多
い
。『
禅
林
象
器
箋
』
巻
五
「
聖
僧
」「
忠
曰
、

僧
堂
中
央
所
設
像
、総
称
聖
僧
。
然
其
像
不
定
」
と
あ
る
。

（　

）	

隣
位
問
訊
…
僧
堂
で
自
分
の
左
右
の
単
の
人
を
隣
位
と
呼

ぶ
。
僧
堂
に
入
っ
て
自
分
の
単
に
つ
い
た
時
、
自
分
の
単

に
向
か
っ
て
合
掌
低
頭
す
る
が
、
そ
れ
は
自
分
の
隣
位
の

二
人
に
合
掌
低
頭
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
隣
位

問
訊
と
い
う
。

（　

）	

木
魚
…
魚
鼓
。
魚
の
形
を
し
た
鳴
ら
し
物
。
現
在
の
い
わ

ゆ
る
「
木
魚
」
は
、
臨
済
宗
黄
檗
派
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
、
そ
れ
以
前
の
「
木
魚
（
魚

鼓
）」
と
現
在
の
木
魚
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
曹
洞
宗

で
は
梆
（
ほ
う
）
と
呼
び
、
黄
蘗
宗
で
は
開
梆
（
か
い
ぱ

ん
）
と
呼
ぶ
。
臨
済
宗
で
は
梆
・
開
梆
は
基
本
的
に
用
い

ら
れ
な
い
。

（　

）	

長
撃
二
通
…
木
魚
を
二
通
（
二
会
）
打
つ
こ
と
。『
敕
規
』

巻
八
「
木
魚
」「
斎
粥
二
時
長
撃
二
通
。
普
請
僧
衆
長
撃

一
通
。
普
請
請
行
者
二
通
。
相
伝
云
、
魚
昼
夜
常
醒
。
刻

木
象
形
撃
之
。
所
以
警
昏
惰
也
」（
大
正
蔵

四
八
・
一
一
五
六
）
と
あ
る
。

（　

）	

如
来
応
量
器
～
等
三
輪
空
寂
…
如
来
の
応
量
器
、
我
今
ま

敷
展
を
得
、
願
わ
く
は
共
に
諸
衆
生
、
等
し
く
三
輪
空
寂

な
ら
ん
こ
と
を
。
現
存
清
規
に
お
け
る
初
出
は
『
日
規
』

で
あ
る
。『
禅
規
』
に
は
な
く
、『
勅
規
』
に
は
あ
る
。

（　

）	

複
帕
ヲ
畳
テ
、
三
角
ニ
転
シ
、
単
ノ
外
ヘ
出
ヌ
（
ス
ヵ
）様
ニ
シ
…

現
在
、
曹
洞
宗
の
僧
堂
で
は
、
複
帕
を
三
角
形
に
な
る
よ

う
に
単
の
外
に
出
す
作
法
が
残
っ
て
い
る
。原
文
で
は「
複

帕
ヲ
畳
テ
三
角
ニ
転
シ
単
ノ
外
ヘ
出
ヌ

（
ス
ヵ
）様
ニ
シ
」
と
あ
る

が
、
わ
ざ
わ
ざ
三
角
形
に
折
り
た
た
ん
だ
上
に
、
単
の
外

に
で
な
い
よ
う
す
る
と
い
う
の
が
良
く
わ
か
ら
な
い
。
そ

の
た
め
、「
出
ス
」
の
誤
記
で
は
な
い
か
と
判
断
し
、
そ
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れ
を
踏
ま
え
た
訳
を
記
し
た
。

（　

）	

鉢
単
（
は
っ
た
ん
）
…
禅
寺
で
の
食
事
に
際
す
る
器
の
下

の
敷
物
。
九
つ
に
折
り
た
た
ん
で
あ
り
、
食
事
に
際
し
て

述
べ
て
広
げ
、
そ
の
上
に
応
量
器
を
広
げ
る
。
広
げ
た
場

合
、
現
在
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
の
よ
う
に
な
る
。

（　

）	

鉢
蓋
（
は
つ
が
い
）
…
鉢
に
埃
な
ど
が
入
ら
な
い
よ
う
に

す
る
蓋
。『
四
分
律
』
巻
四
三
「
鉢
若
不
正
応
作
鉢
支
、

若
塵
坌
応
作
蓋
（
鉢
若
し
正
し
か
ら
ず
は
応
に
鉢
支
を
作

る
べ
し
。
若
し
塵
坌
あ
ら
ば
応
に
蓋
を
作
る
べ
し
）」（
大

正
蔵
二
二
・
八
七
五
ｃ
）
と
あ
る
。『
釈
氏
要
覧
』「
鉢
蓋
。

律
云
、
有
塵
坌
、
鉢
聴
作
鉢
蓋
」（
大
正
蔵
五
四
・
二
七
九

ｂ
）
と
あ
る
。

（　

）	

若
受
食
時
～
法
喜
充
満
…
若
し
食
を
受
く
る
時
は
、
当
に

願
わ
く
は
衆
生
と
と
も
に
、
禅
悦
を
食
と
為
し
、
法
喜
充

満
せ
ん
こ
と
を
。
現
存
清
規
に
お
け
る
初
出
は
『
日
規
』

で
あ
る
。『
禅
規
』
に
は
な
く
、『
勅
規
』
に
は
あ
る
。

（　

）	

右
ノ
手
ヲ
挙
［　
　

］
…
「
右
ノ
手
ヲ
挙
グ
」
か
。
現
在

伝
え
ら
れ
て
い
る
動
作
で
は
あ
る
が
、
応
量
器
を
両
手
に

も
っ
て
給
仕
を
受
け
て
い
る
際
、
粥
・
飯
・
汁
の
量
が
適

度
に
な
れ
ば
、
右
手
を
離
し
て
わ
ず
か
に
五
㎝
～
一
〇
㎝

ほ
ど
挙
げ
る
。

（　

）	

上
来
諷
経
功
徳
～
亡
者
往
生
浄
土
…
『
諸
規
』「
○
鉢
斎

維
那
下
椎
〈
偈
椎
或
作
鎚
展
鉢
法
式
諸
偈
呪
委
悉
于
第
五

巻
諸
〉
偈
下
今
挙
一
二
偈
余
皆
見
于
諸
偈
処
。
稽
首
薄
伽

梵
、
円
満
修
多
羅
、
大
乗
菩
薩
衆
、
功
徳
難
思
議
。
○
次

挙
心
経
了
回
向
〈
中
峰
各
尚
粥
飯
回
向
也
。
但
可
準
山
旧

規
誦
也
〉。
上
来
諷
経
功
徳
、
奉
為
、
耕
夫
餉
婦
疲
馬
、

懶
牛
螻
蟻
蚊
虻
、
蝦
蟆
蚯
蚓
舂
炊
、
人
力
供
給
浄
人
、
存

者
福
寿
増
長
安
寧
、
亡
者
離
苦
往
生
浄
土
。
十
方
三
世
一

切
諸
仏
、云
云
」（
大
正
蔵
八
一
・
六
三
五
ｃ
）と
あ
る
。『
諸

規
』
で
は
、
回
向
よ
り
前
に
「
稽
首
薄
伽
梵
」
を
唱
え
て

い
る
。
ま
た
、
刊
本
の
『
諸
規
』
に
は
「
耕コ
ウ

夫フ

餉セ
ウ

婦フ

疲ヒ

馬ボ

嬾ラ
ン

牛ギ
ウ

螻ル

蟻ニ

蚊ブ
ン

虻マ
ウ

蝦ア

蟆モ

蚯キ
ウ

蚓イ
ン

春ス
シ

炊ジ
イ

人シ
ン

力リ

供キ
ウ

給キ
ウ

浄ジ
ン

人ジ
ン

存ソ
ン

者シ
ヤ

福フ

寿ラ

増ズ
ン

長ヂ
ヤ
ウ

康ア
ン

寧ニ
ン

亡モ
ウ

者シ
ヤ

離リ

苦ク

往ヨ
ウ

生サ
ン

浄ジ
ン

土ヅ

」
と
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て

い
る
。

（　

）	

稽
首
薄
伽
梵
～
功
徳
難
思
議
…
稽
首
す
薄
伽
梵
、
円
満
な

る
修
多
羅
、
大
乗
の
菩
薩
僧
、
功
徳
は
思
議
し
難
し
。
現

存
清
規
に
お
け
る
初
出
は
『
禅
規
』
で
あ
る
。『
日
規
』

と
『
勅
規
』
に
は
な
い
。

（　

）	

施
食
偈
…
『
禅
規
』
巻
一
「
赴
粥
飯
」
に
「
首
座
施
食
〈
粥

云
、
粥
有
十
利
、
饒
益
行
人
、
果
報
生
天
、
究
竟
常
楽
。

又
云
、
粥
是
大
良
薬
、
能
除
消
飢
渴
、
施
受
獲
清
凉
、
共

成
無
上
道
。
齋
云
、
三
徳
六
味
、
施
仏
及
僧
、
法
界
人
天
、

普
同
供
養
〉」（
続
蔵
一
一
一
・
四
四
一
ｂ
）
と
あ
り
、「
三

徳
六
味
」
は
斎
時
の
施
食
偈
に
あ
た
る
。
一
方
、『
日
規
』

や『
勅
規
』に
は
、こ
の
施
食
偈
を
唱
え
る
作
法
な
い
。『
諸
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規
』
に
は
、「
施
粥
偈
」
と
し
て
「
粥
有
十
利
～
」、「
施

斎
偈
」
と
し
て
「
三
徳
六
味
～
」
が
載
る
。

（　

）	
三
徳
六
味
～
普
同
供
養
…
三
徳
と
六
味
を
、仏
及
び
僧
と
、

法
界
の
有
情
に
施
し
、
普
ね
く
同
じ
く
供
養
せ
ん
。
現
存

清
規
に
お
け
る
初
出
は『
禅
規
』で
あ
る
。『
日
規
』と『
勅

規
』
に
は
な
い
。

（　

）	

如
此
唱
テ
、
維
那
槌
一
下
ス
～
五
観
想
ヲ
ナ
ス
…
「
如
此

唱
テ
」
が
、
前
段
の
施
食
偈
を
指
す
の
か
、
維
那
の
五
観

偈
を
指
す
の
か
が
良
く
分
か
ら
な
い
が
、
次
の
二
つ
の
作

法
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
施
食
偈
を
維
那
と
大

衆
が
「
如
此
唱
テ
」、
終
わ
っ
て
槌
を
鳴
ら
し
て
五
観
想

を
す
る
。
②
維
那
が
五
観
を
「
如
此
唱
テ
」、
そ
れ
を
聞

い
た
の
ち
に
大
衆
が
五
観
想
を
す
る
。

（　

）	

五
観
想
…
僧
侶
が
食
事
に
際
し
て
起
こ
す
べ
き
五
つ
の
想

念
を
五
観
と
い
い
、
こ
れ
を
偈
文
の
形
し
た
も
の
を
五
観

偈
と
い
う
。
臨
済
宗
と
曹
洞
宗
の
五
観
偈
の
相
違
に
つ
い

て
は
、
拙
稿
「
曹
洞
宗
と
臨
済
宗
に
お
け
る
五
観
偈
の
相

違
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
七
〇
―
二
、

二
〇
二
二
年
）
を
参
照
。

（　

）	

一
計
功
多
少
量
彼
来
処
～
五
為
成
道
業
応
受
此
食
…
『
禅

規
』「
一
計
功
多
少
量
彼
来
処
。
二
忖
己
徳
行
全
欠
応
供
。

三
防
心
離
過
貪
等
為
宗
。
四
正
事
良
薬
為
療
形
枯
。
五
為

成
道
故
応
受
此
食
也
」、『
日
規
』「
一
計
工
多
少
量
彼
来
処
。

二
忖
己
徳
行
全
欠
応
供
。
三
防
心
離
過
貪
等
為
宗
。
四
正

似
良
薬
為
療
形
枯
。五
為
成
道
業
応
受
此
食
」、『
勅
規
』「
一

計
功
多
少
量
彼
来
処
。
二
忖
己
徳
行
全
欠
応
供
。
三
防
心

離
過
貪
等
為
宗
。
四
正
事
良
薬
為
療
形
枯
。
五
為
成
道
業

故
応
受
此
食
」
と
あ
る
。
詳
し
く
は
前
掲
拙
稿
「
曹
洞
宗

と
臨
済
宗
に
お
け
る
五
観
偈
の
相
違
に
つ
い
て
」を
参
照
。

（　

）	

名
義
集
引十
九

大
論
詳
取
以
生
厭
想
往
可
見
繁
多
故
略
…
『
翻

訳
名
義
集
』
巻
七
「
凡
受
食
時
、
応
作
五
観
。
一
計
功
多

少
量
彼
来
処
〈
大
論
云
、
復
次
思
惟
。
此
食
墾
植
耘
除
。

収
穫
蹂
治
。
舂
磨
淘
汰
。
炊
煮
乃
成
。
用
功
甚
重
。
計
一

鉢
之
飯
。
作
夫
流
汗
集
合
。
量
之
食
少
汗
多
。
此
食
作
之

功
重
。
辛
苦
如
是
。
入
口
食
之
。
即
成
不
浄
。
更
無
所
直

宿
昔
之
間
変
為
屎
尿
。
本
是
美
味
。
人
之
所
嗜
。
変
成
不

浄
〉
徳
〈
烏
故
不
欲
見
。
行
者
自
思
惟
。
如
此
弊
食
。
我

若
貪
著
。
当
堕
地
獄
噉
焼
鉄
丸
。
従
地
獄
出
当
作
畜
生
牛

羊
駱
駝
。
償
其
宿
債
。
或
作
猪
狗
、
常
噉
糞
除
、
如
是
観

食
、
則
生
厭
想
〉。
二
忖
已
徳
行
全
欠
多
減
。
三
防
心
顕

過
不
過
三
毒
。
四
正
事
良
薬
取
済
形
苦
。
五
為
成
道
業
世

報
非
意
」（
大
正
蔵
五
四
・
一
一
七
三
ａ
）
と
あ
る
。

（　

）	

名
義
集
十
九
～
如
秤
無
高
下
…『
翻
訳
名
義
集
』巻
七「
事

鈔
、
食
不
過
三
匙
、
初
匙
断
一
切
悪
、
中
匙
修
一
切
善
、

後
匙
度
一
切
衆
生
。
増
一
云
、
多
食
致
苦
患
、
少
食
気
力

衰
、
処
中
而
食
者
如
秤
無
高
下
」（
大
正
蔵
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五
四
・
一
一
七
三
ａ
）
と
あ
る
。『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事

鈔
』
巻
三
「
伝
云
、
凡
食
不
得
過
三
匙
、
為
断
一
切
悪
故

進
初
匙
、
為
修
一
切
善
故
進
中
匙
、
為
度
一
切
衆
生
故
進

後
匙
」（
大
正
蔵
四
〇
・
一
二
八
ｃ
）
と
あ
る
。

（　

）	

汝
等
鬼
神
衆
～
一
切
鬼
神
共
…
汝
等
鬼
神
衆
、
我
今
ま
汝

に
供
を
施
こ
す
、
此
の
食
を
十
方
に
遍
ね
く
し
、
一
切
鬼

神
と
共
に
せ
ん
こ
と
を
。現
存
清
規
に
お
け
る
初
出
は『
禅

規
』
で
あ
る
。『
日
規
』
と
『
勅
規
』
と
も
に
あ
る
。

（　

）	

撹
…
不
詳
。
撹
拌
し
て
取
ら
せ
る
と
理
解
す
る
と
、
次
の

大
衆
が
問
訊
し
て
押
し
て
取
ら
せ
る
と
す
る
記
述
に
意
味

が
続
か
な
い
。
生
飯
（
サ
バ
）
を
取
る
道
具
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
、
曹
洞
宗
で
は
、
刷
の
上
に
置
い
た
生
飯
（
サ
バ
）

を
集
め
る
道
具
を
使
い
、
係
の
僧
侶
が
回
収
す
る
。
こ
の

時
、
少
し
ば
か
り
刷
を
押
し
て
係
の
僧
侶
が
回
収
し
や
す

い
よ
う
に
し
て
、
そ
の
後
、
刷
を
手
前
に
引
く
こ
と
で
、

生
飯
が
係
の
僧
侶
の
道
具
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
る
。
こ
の

道
具
を
曹
洞
宗
で
は
「
生
飯
掻
（
さ
ば
が
き
）」（『
新
版

　

禅
学
大
辞
典
』
大
修
館
書
店
、
第
十
版
、
二
〇
二
〇
年
、

三
八
五
頁
）
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。「
掻
」（
か
く
）
な
の

で
、「
撹
」（
カ
ク
）
と
読
む
の
か
も
知
れ
な
い
。

（　

）	

我
此
洗
鉢
水
～
唵
摩
休
羅
細
娑
婆
訶
…
我
が
此
の
洗
鉢
水
、

天
の
甘
露
味
の
如
し
、
汝
諸
の
鬼
神
に
施
与
し
て
、
悉
と

く
飽
満
な
る
こ
と
を
得
せ
し
め
ん
。唵
摩
休
羅
細
娑
婆
訶
。

現
存
清
規
に
お
け
る
初
出
は
『
日
規
』
で
あ
る
。『
禅
規
』

に
は
な
く
、『
勅
規
』
に
は
あ
る
。

（　

）	

飯
食
訖
己
色
力
充
、
威
震
十
方
三
世
雄
、
回
因
転
果
不
在

念
、
一
切
衆
生
獲
神
通
…
飯
食
し
訖
己
っ
て
色
力
充
つ
、

威
は
十
方
三
世
の
雄
に
震
わ
し
、
因
を
回
ら
し
果
を
転
じ

て
念
に
在
ら
ず
、
一
切
衆
生
神
通
を
獲
る
。
現
存
清
規
に

お
け
る
初
出
は
『
禅
規
』
で
あ
る
。『
日
規
』
と
『
勅
規
』

と
も
に
あ
る
。

（　

）	

合
掌
［　
　

］
ノ
儘
ヲ
ク
也
…
「
合
掌
シ
ソ
ノ
儘
ヲ
ク
也
」

か
。
こ
れ
は
、
駒
澤
大
学
図
書
館
蔵
『
清
規
抄
』
に
「
襯

ヲ
行
ニ
ハ
、
台
ノ
上
ニ
置
、
合
掌

受
、
其
俗
置
、
食
畢

テ
収
也
」
と
あ
る
こ
と
と
と
、「
ノ
儘
ヲ
ク
」
に
続
く
言

葉
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
よ
う
に
理
解
し
た
。

（　

）	

財
法
二
施
～
具
足
円
満
…
財
法
二
施
、
功
徳
は
無
量
に
し

て
、
檀
波
羅
蜜
、
具
足
円
満
す
。
現
存
清
規
に
お
け
る
初

出
は
『
禅
規
』
で
あ
る
。『
日
規
』
と
『
勅
規
』
に
は
な
い
。

（
駒
澤
大
学　

専
任
講
師
）
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